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●世界家族の仲間入り ●信頼できる人との出会い ●新時代に必要な情報 ●心身の健康 ●問題解決の秘訣

今
年
の
コ

I
M
R
A
世
界
大
会
は
「
様

々
な
変
晶
の
動
き
を
活
か
す
た
め
に
」
を

全
体
テ
ー
マ
に
七
月
几
日
か
ら
八
月
二
十

六
日
ま
で
、
以
下
の
よ
う
な
様
々
な
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。

①
開
会
式
（
七
月
九
日

1
十
六
日
）

「
隣
人
同
士
、
国
同
士
、
東
と
西
と
か
互

い
に
学
び
あ
う
も
の

」

②
産
業
人
会
議

1第44回 MRAコー世界大会レポート I

Freeing 

（
七
月
十
八

日
1
二
十
二

日
）

「
国
際
競
争
の
激
化
と
‘
望
ま
れ
る
質
と

動
機
」

③
第
五
回
日
米
欧
財
界
人
円
卓
会
議

（
七
月
二
十
三
日

ー
ニ
十
五
日
）

④
青
年
主
催
会
議

（
七
月
二
十
九

日
1
八
月
五
日

）

「
新
し
い
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の
形
成
を
め
ざ
し

て」

日
本
か
ら
も
四
十
二
名
が
参
加
し
た
今
夏
の
コ
ー
世
界
大
会

総合テーマ

『様々な変革の動きを活かすために』
1990年7月9日---8月26日 ．
 

◄主な内容►

〇篤43回MRAコー世界大会レポート
テーマ「様々な変革の動きを活かすために」

〇第5回コー円卓会■レポート
0コー世界大会に●加して

• 深沢達也武蔵野市市議会議員
●辻：井昭雄近畿日本鉄道株式会社取締役

• 下崎京子大妻女子短期大学

1 p 

4P 

8P 

〇冑年主催会●●加レポート 13 P 
塚本真由子・斉藤太郎・顔陳真琴・寺村由美子・西森義洋・篠原多佳

〇世界のMRA最近の動き
●プーゲンピル島問題解決にMRAが支援（パプアニューギニア）
● MRA青年スタディーコース、来年はインドで開催（インド）

·~•,1.,~~ 温iJりこ三塁ヤ~t 18P 

〇台膏MRA匿農冑年キャンプCIYC)レポート 19P 
テーマ

咤国起祠c'fis恭臨念国&>'fisw@国国②麟
会場：台北、高雄期間： 1990年7月21日ー30日

• 山波 里子「心を開くことの大切さを学んだユースキャンプ」
• 藤田 寛「台湾MRA国際膏年キャンプに参加して」

• 飯島亜由子「日本人は嫌いだ．／」一閉じていた心が開いた一
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開
会
式
に
は
四
十
三
ヵ
国
か
ら
五
百
四

十
人
余
り
が
参
加
し
た
か
、
こ

の
中
に
は
ソ

連
や
東
欧
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
含
ま
れ

て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
国
会
議
員
は
「
非

人
間
的
な
全
体
主
義
か
ら
逃
れ
た
人
た
ち

か
資
本
主
義
の
非
人
間
的
な
面
に
直
面
す

る
は
ど
悲
し
い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」
と

前
置
き
し
て
、
「
貞
実
は
ど
強
力
な
も
の
は

な
い
か
、
こ
れ
を
手
に
す
る
の
は
難
し
く
‘

し
か
も
一
人
ひ
と
り
が
自
分
で
見
い
だ
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
開
か
れ
た
産
業
人
会
議
で
は
‘

環
境
保
全
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

ヨ

ー
ロ

ッ
パ
各
国
に
ま
た
が
っ
て
流
れ
る
ド

ナ
ウ
川
の
汚
染
改
善
に
は
国
際
的
な
協
力

が
必
要
で
あ
る
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
建
設
次

民
主
主
義
か
ら
環
境
ま
で
様
々

な
問
題
が
話
し
合
わ
れ
る

⑤
都
市
問
題
会
議
（
八
月
七
日

1
十
二
日
）

「
都
市
の
変
革
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
危
機

の
根
本
問
題
を
考
え
る
」

⑥
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
太
平
洋
・
中
南
米

主
催
会
議
（
八
月
十
五
日

1
二
十
二
日
）

「
共
通
の
問
題

・
目
的
を
担
う
パ

ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
フ
」

⑦
閉
会
式

（
八
月
二
十
三
日

1
二
十
六
日
）

「
様
々
な
変
革
の
動
き
を
活
か
す
た
め
に
」

他
に
専
門
家
を
交
え
た
特
別
会
議
と
し

て
「
第
三
回
環
境
問
題
に
関
す
る
対
話
」

も
開
催
さ
れ
た
。

官
か
訴
え
た
。

こ
の
会
議
に
は
環
境
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
む
ソ
連
企
業
の
若
手

グ
ル
ー
プ
も
参
加
し
て
い
た
。

日
本
か
ら

も
近
畿
日
本
鉄
道
の
辻
井
昭
雄
取
締
役
と

上
田
正
博
労
働
組
合
執
行
委
員
長
‘
武
蔵

野
市
の
深
沢
達
也
市
会
議
員
が
出
席
し
た
。

二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
日
米
欧

財
界
人
円
卓
会
議
に
は
‘
日
本
か
ら
は
住

友
電
気
工
業
阪
本
勇
相
談
役
を
初
め
七
名

が
参
加
し
た
。
今
年
で
五
回
目
を
む
か
え

た
同
会
議
だ
が
、
今
回
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

の
E

C
本
部
を
訪
ね
て

E
C
幹
部
と
意
見

交
換
を
し
た
り
‘
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

・
シ
ス
テ
ム
研
究
所
所
長
グ
ビ
シ
ア
ニ
博

士
や
イ
ン
ド
の
パ
ト
デ
ィ
ア
元
商
工
会
議

所
会
頭
を
ゲ
ス
ト

・
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て

迎
え
る
な
ど
新
た
な
広
が
り
を
見
せ
た
。

ま
た
‘
晩
餐
会
に
は
ベ
ル
ン
駐
在
の
大
嶋

鋭
男
日
本
大
使
も
出
席
し
た
。

七
月
末
か
ら
八
月
初
め
に
開
か
れ
た
青

年
主
催
会
議
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
か
崩

壊
し
た
現
在
、
そ
し
て
二
十
一
世
紀
に
向

け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
来
が
話
し
合
わ

れ
、
日
本
か
ら
は
中
学
生
六
名
を
含
む
関

西
日
本
・
ス
イ
ス
協
会
派
逍
の
代
表
団
と
埼

玉
県
浦
和
市
の
日
本
語
学
校
‘
埼
玉
国
際

交
流
語
学
院
の
桐
た
か
＋
理
事
長
と
主
婦

の
小
宮
綾
千
さ
ん
お
よ
び
短
大
生
二
名
が

参
加
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
女
子
大
生

は
継
母
と
の
和
解
と
い
う
個
人
的
体
験
に

触

れ

た

あ

は

‘

心

の

壁

を

乗

り

越

え
た
時
に
貞
の
解
放
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
う
」
と
述
べ
た
。
青
年
主
催
と

い
う
だ
け
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
テ
ィ

ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
た
ち
が
多
く
参
加
し
て

い
た
が
、
東
欧
変
革
な
ど
を
初
め
と
す
る

世
界
の
時
事
問
題
に
も
彼
ら
な
り
の
問
題

意
識
を
持
っ
て
堂
々
と
意
見
を
交
換
し
て

い
る
姿
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

続
く
都
市
問
題
会
議
で
は
、
世
界
各
都

市
か
抱
え
る
諸
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
見

い
出
す
べ
く
様
々
な
体
験
の
交
換
が
行
わ

れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
失
業
問
題
が
深
刻

化
し
つ
つ
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ッ
ジ
市

の
パ
ル
カ
市
長
の
姿
も
あ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
の
ア
ト
ラ
ン
タ
市
か
ら
は
卜
五
名
の
黒

人
学
生
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
、
同
市
の
抱

え
る
若
者
の
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
‘
麻
薬
、

犯
罪
な
ど
を
激
減
さ
せ
た
成
果
に
つ
い
て

報
告
し
た
か
、
同
じ
若
者
か
そ
の
問
題
の

解
決
に
努
力
し
て
い
る
し
ん
し
な
姿
勢
が

伝
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
、
多
人
種
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
存
在
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
二

ュ
ー
キ
ャ

ッ
ス
ル
か
ら
参
加
し
た
イ
ン
ド

系
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
「
異
人
種
間
に
お
け
る

や
り
方
考
え
方
の
違
い
を
単
に
あ
げ
つ
ら

う
の
で
は
な
く
、
相
手
独
自
の
文
化
や
風

習
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
必
要
で

あ
る
」
と
語

っ
た
。

続
い
て
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

・
太
平
洋
・
中
南
米
主
催
会
議
で
は
、
各
国

の

民

族

衣

装

に

身

を

包

ん

だ

者

の

姿

● ミハイル元国王夫妻を囲むルーマニアの青年たち ●多忙なスケジュールにも拘らず、夫人同伴でアジア ・アフリカ・太平洋・中

南米主催会議に参加したカンポジア国民政府のソン・サン首相
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今
年
で
四
十
四
回
目
を
迎
え
た
コ
1

世

界
大
会
で
あ
っ
た
か
‘
今
年
最
大
の
特
徴

は
な
ん
と
い
っ
て
も
東
欧
か
ら
の
参
加
者

の
激
増
で
あ
っ
た
。
昨
年
来
の
束
欧
諸
国

の
劇
的
な
変
革
は
‘
コ
ー
の
会
議
に
も
反

映
さ
れ
た
。

マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
の
収
容

人
員
は
‘
五
百
名
だ
が
七
月
末
に
は
参
加

者
数
が
七
百
人
と
な
り
、
事
務
室
を
急
遠

寝
室
に
し
て
簡
易
ベ

ッ
ド
を
入
れ
る
な
ど

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
ど
う
に
か
全

只
の
床
を
揃
え
る
こ
と
か
で
き
た
。

「
あ
な
た
も
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
方
で
す
か
」

「
い
い
え
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
で
す
よ
」
。
そ

束
欧
か
ら
の
参
加
者
が
激
増

が
一
段
と
華
や
か
さ
を
増
す
な
か
‘
カ
ン

ボ
ジ
ア
国
民
政
府
ソ
ン

・
サ
ン
首
相
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
和
平
の
実
現
の
た
め
の
協
力
を

訴
え
る
演
説
も
行
わ
れ
た
。
政
治
危
機
や

人
種
間
の
抗
争
な
ど
の
諸
問
題
の
絶
え
な

い
こ
れ
ら
の
地
域
の
中
に
お
い
て
め
ざ
ま

し
い
経
済
発
展
を
遂
げ
て
い
る
韓
国
の
参

加
者
は

「
分
断
さ
れ
た
半
島
に
暮
ら
す
人

々
の
心
か
ま
た
一
っ
に
結
ば
れ
る
日
が
来

る
よ
う
微
力
で
は
あ
る
が
、
努
力
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
外
務
省
に
勤
め
る
女
性
は
‘
民
主

主
義
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
国
民
か

モ
ラ
ル
の
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
訴
え
た
。

対
立
構
造
の
変
化
を
受
け
て
問

わ
れ
る
コ
ー
の
新
し
い
役
割

ん
な
会
話
・

る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

見
受
け
ら
れ
た
。
合
計
四
百
人
近
く
が
ソ

連
と
東
欧
か
ら
参
加
し
た
こ
と
を
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
記
録
し
て
い
た
。
昨
年
は
ポ

ー
ラ
ン
ド
か
ら
約
六
十
人
か
参
加
し
て
、

話
題
を
呼
ん
た
が
、
今
年
は
そ
の
七
倍
近

い
人
数
で
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ

ス
ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ー
マ
ニ

ァ
‘
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
‘
東
ド
イ
ツ
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
、
そ
し
て
ソ
連
と
ほ
ぼ
全
束
欧

諸
国
か
ら
参
加
が
あ

っ
た
。
昨
年
の
夏
に

は
想
像
も
つ
か
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
印
象
に
残

っ
た
こ
と
は
‘

ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
参
加
し
た

二
十
名
の
若

者
た
ち
と
ミ
ハ
イ
ル
元
ル
ー
マ
ニ
ア
国
王

夫
妻
と
の
会
見
で
あ

っ
た
。
一

九
四
六
年

に
退
位
さ
せ
ら
れ
た
ミ
ハ
イ
ル
元
国
王
は

現
在
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
住
み
、
コ
ー
世
界

大
会
に
は
毎
年
の
よ
う
に
参
加
し
て
い
る
。

今
年
四
月
に
現
政
権
に
よ

っ
て
帰
国
を
拒

否
さ
れ
た
ミ
ハ
イ
ル
元
国
王
か
、
母
国
民

の
し
か
も
若
い
世
代
の
話
に
耳
を
傾
け
る

姿
も
コ
ー
な
ら
で
は
の
光
景
と
も
言
え
る

か
も
知
れ
な
い
。

こ
う
し
て
東
欧
諸
国
の
人
々
が
一
堂
に

会
し
て
の
会
議
は
今
回
か
初
め
て
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
が
、

「
ソ
連
人
と
は

一
緒
に

料
理
し
た
く
な
い
」
「
熊
は
嫌
い
だ
」
と
公

言
す
る
束
欧の
人
た
ち
が
届^

~ら
れ
た

の
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
‘
ソ
連

の
劇
団

に
よ
る
チ
ェ
ー
ホ
フ

の
劇
か
始
ま

っ
て
ま

だ
三
分
と
た
た
な
い
う
ち
に
‘
席
を
立

つ

束
欧
の
人

の
姿
も
あ

っ
た
。
第
二
次
世
界

大
戦
か
終
わ

っ
て
間
も
な
い
頃

の
コ
ー
世

界
大
会
で
、

「
ド
イ
ツ
人
か
い
る
か
ら
帰
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い

っ
た
フ
ラ

ン

ス
人
女
性
か
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
女
性

は
や
か
て

「
過
去
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
‘
許
す
こ
と
は
で
き
る
」
と
い
う

境
地
に
達
す
る
か
、
そ
こ
ま
で
た
ど
り
つ

か
「
と
う

く
た
め
に
は
様
々
な
葛
藤
が
あ

っ
た
に
違

い
な
い

。

モ
ス
ク
ワ
の
あ
る
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
‘

「
我
々
ソ
連
人
は
多
く
の
人
た
ち
に
対
し

て
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
悔
い

改
め
る
心
を
も

っ
て
各
自
が
責
任
を
取
り
‘

心
に
自
由
を
得
て
こ
そ
、
我
々

の
直
面
す

る
多
く
の
問
題
に
答
え
を
与
え
、
人
間
の

尊
重
、
自
由
、
個
人
の
価
値
観
等
を
共
有

で
き
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

を
つ
く
り
あ
げ
る
こ

と
が
で
ぎ
る
だ
ろ
う
」
と
語

っ
た
。
国
民

感
情
と
い
う
面
に
お
い
て
、
戦
後
の
独
仏

関
係
と
現
在
の
ソ
連
と
東
欧
の
関
係
を
同

一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
東
西
対

立
と
い
う
図
式
が
薄
れ
て
い
く

一
方
で
地

域
紛
争
か
多
発
す
る
と
い
う
新
時
代
を
迎

え
て
、
コ
ー
か
新
し
い
ス
タ
ー
ト
地
点
に

＿止
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

（
事
務
局
・
杉

裕
雄
）

事
業
の
拡
大
と
事
務
局
基
盤
整
備
の
た
め

に
特
別
協
力
年
会
費
制
度
一
口
5
0
、
0
0
0
円

（
寄
付
扱
い
・
年
額
）
を
新
た
に
設
け
ま
し

た
。
ご
協
力
頂
け
る
方
は
資
料
を
事
務
局

ま
で
こ
請
求
下
さ
い
。

郵
便
振
替
口
座
番
号

東
京
五
ー

四
l

三
六
六
五

口
座
名
汀
社
団
法
人
国
際
M
R
A
日
本

協
会
特
別
協
力
年
会
費

●
世
界
家
族
の
仲
間
入
り

●
信
頼
で
き
る
人
と

の
出
合
い

●
新
時
代
に
必
要
な
情
報

●
心
身
の
健
康

●
問
題
解
決
の
秘
訣

会
員
の
皆
様
に
は
‘
①
内
外
の

M
R
A

国
際
会
議
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
に
参
加

し
て
外
国
の
方
々
と
交
流
し
て
い
た
だ
＜

機
会
の
提
供

、
②
機
関
詰
ー
M
A
J
ニュ

ー
ス
等
の
送
付‘

③
講
演
会
、

月
例
会
等

の
ご
案
内
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
便
振
替
口
座
東
京
八
ー
三
八

二
八
九

社
団
法
人

国
際
M
R
A
日

協
会

口
座
名

図
賛
助
会
員

（

正

会

員

年
額
3
‘
0
0
0
円

年
額5

0
、
O
O
O
可

個

人

年

額
l
‘
0
0
0
円
以
上

法

人

年

額
ヽ

5
 C) 
C
)
C
)
 0
円
以
上

法
人
個
人

入
会
の
ご
案
内
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第
五
回
コ
ー
円
卓
会
議
（
日
米
欧
財
界

人
円
卓
会
議
）
は
七
月
二
十
三
日
か
ら
二

十
五
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。
本
年
は

コ
ー

で
の
会
議
に
先
が
け
て
、
ヨ

ー

ロ
ッ

パ
に
お
け
る
初
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
も
い

え
る

E
C
幹
部
と
の
会
議
が

E
C
本
部
（
ベ

ル
ギ
ー
）
で
行
わ
れ
た
。
円
卓
会
議
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
リ
チ
ャ
ー
ド

・
バ
ー
ク
元

E

c副
委
員
長
の
ア
レ
ン
ジ
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
E
C
側
は
マ
ル
チ
ン

・
バ
ン
ゲ
マ
ン
副

委
員
長
（
元
西
ド
イ
ツ
蔵
相
）
、
レ
イ

・
マ

ク
シ
ャ

リ
ー
委
員
（
ウ
ル
グ
ア
イ

・
ラ
ウ

E
C
側
の
主
な
発
言
は
以

あ
る
。

【
バ
ン
ゲ
マ
ン
副
委
員
長
】

新
し
い
経
済
秩
序
の
必
要
性
が
開
発
途

上
国
側
か
ら
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
そ
れ

は
市
場
中
心
の
秩
序
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
‘
士
~
済
だ
け
に
任
せ
て
は
自

-、

E
Cバ
ン
ゲ
マ
ン
副
委
員
長
他
と
意
見
交
換

1 第五回コー円卓会議レポート

■場

■日

所：ベルギー、ブリュッセル ・EC本部

スイス、コー・マウンテンハウス

時： 1990年 7月23日（月）~25日（水）

の
通
り
で

ン
ド
、
農
業
問
題
担
当
）
、
ト
ー
マ
ス

・
ガ

ー
ベ
イ
東
欧
経
済
再
建
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム

委
員
長
の
三
人
か
交
代
で
出
席
し
、
二
時

間
十
五
分
に
わ
た

っ
て
円
卓
会
議
メ
ン
バ

ー
と
の
対
話
を
行

っ
た
。

…日米欧財界人円卓会議（コー円卓会議）…

貿易摩擦の激化と海外での日本のイメージの悪下を懸念

したフレデリ ック・フ ィリップス氏（オランダ）とオリビア・

ジスカールデスタン氏（フランス）が提唱し第1回日米欧財
界人円卓会議が'86年8月にスイス・コーのマウンテンハウ

スで開催され、本年、第5回目を迎えた。

壊
し
て
し
ま
う
の
で
、

政
治
的
枠
組
み
が

必
要
と
さ
れ
る
。

G
A
T
T
、
I
M
F
、

世
銀
な
ど
の
国
際
機
関
に
よ
る
調
整
で
は

薗
接
的
な
影
響
力
の
行
使
が
難
し
く
、
そ

こ
に
地
域
協
力
の
意
味
が
あ
る
。
最
も
ま

と
ま
り
の
あ
る
地
域
協
力
が
E
C
で
あ
り
‘

A
S
E
A
N
は
ま
だ
関
税
同
盟
の
初
期
の

段
階
に
す
ぎ
な
い

。

E
C
は
国
境
を
克
服

し
、
各
加
盟
国
の
秩
序
と
は
異
な
る
秩
序

を
形
成
し
つ
つ
あ
る
。
共
同
市
場
の
成
功

を
テ
コ
に
通
貨
統
合
ば
か
り
か
、
最
近
で

は
政
治
統
合
の
可
能
性
す
ら
論
議
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。

東
欧
の
民
主
化
は
二
つ
の
欧
州
の
応
叩
、

―
つ
の
欧
州
の
誕
生
を
意
味
す
る
が
、
排

他
的
に
な
る
こ
と
が
危
険
で
あ
る
。
東
欧

の
開
放
は
ス
ピ

ー
ド
を
上
げ
て
い
る
が
、

新
し
い
加
盟
国
と
し
て
受
け
入
れ
る
前
に

E
C
内
の
政
治
的
枠
組
み
を
固
め
る
必
要

が
あ
る
。

E
F
T
A
（欧
州
自
由
貿
易
連

合
）
の
方
は
加
盟
国
を
増
や
す
と
い
う
方

針
に
対
し
て
、

E
C
加
盟
諸
国
の
方
は
単

な
る
自
由
貿
易
圏
に
な
る
の
で
は
な
く
‘

あ
く
ま
で
も
共
同
市
場
を
維
持
す
る
と
い

う
方
針
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
通
貨
統
合
に
対
し
て
ド
イ
ツ

が
強
大
に
な
り
過
ぎ
る
と
い
う
脅
威
論
か

あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
英
国
の
リ
ド
リ
ー
蔵

相
の
い
う
民
族
国
家
同
士
に
よ
る
力
の
均

衡
論
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ

ッ
パ

は
民
族
主
権
国
家
の
概
．

既

に

克

献
し
よ
う
と

c
 

E
 
子,1 

議会卓円コるす談会と他
ヽ
~目人三

こt
 
れ

ら

ら

力

て

右、.,`‘長

あ

員

に

委

別
副

特
ン
カ
マ

室

ゲ

会
ン

事

パ

理

EC
僚

●

閣

服
し
て
共
同
体
に
な
っ
て
お
り
、
加
盟
国

が
強
く
な
る
こ
と
は
全
体
に
と
っ
て
の

利

益
で
あ
る
。
東
ド
イ
ツ
の
労
働
者
は
レ
ベ

ル
も
高
く
、
外
部
か
ら
の
投
資
さ
え
あ
れ

ば
五
年
以
内
に

E
C
の
レ
ベ
ル
ま
で
到
達

す
る
だ
ろ
う
。

政
治
統
合
と
は
各
国
の
外
交
政
策
を
ま

と
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
各
国
国

民
が
固
有
の
文
化
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
維
持
す
る
一
方
で
、
同
じ
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

人
と
し
て
一
緒
に
世
界
に

す
る
も
の
で
あ
る
。

【
マ
ク
シ
ャ
リ
ー
委
員
】

共
通
農
業
政
策

(C
A
P
)
は
三
十
年

に
わ
た
っ
て
適
正
価
格
の
食
糧
の
供
給
と
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農
民
の
収
入
確
保
を
目
指
し
て
進
め
て
き

た
。

こ
れ
か
う
ま
く
行
き
過
ぎ
生
産
過
剰

に
な

っ
て
お
り
改
革
か
迫
ら
れ
て
い
る
。

ガ
ッ
ト
に
お
い
て
こ
の

C
A
P
か
障
害
に

な

っ
て
お
り
、
特
に
ア
メ
リ
カ
は
補
助
金

政
策
を
批
判
し
て
い
る
か

、
ア
メ
リ
カ
の

農
業
価
格
保
護
は

E
C
の
二
倍
半
に
も
の

ぼ
る
。

各
国
の
農
業
条
件
が
ま
る
で
異
な
る
の

で
、
何
が
自
国
に
と

っ
て
い
い
か
で
は
な

く
て
、
何
が

E
C
全
体
に
と
っ
て
い
い
か

で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

【
ガ
ー
ペ
イ
委
員
長
】

東
欧
経
済
再
建
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
P

H
A
R
E
)
は
元
々
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ハ
ン

ガ
リ
ー
両
国
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
ソ
連
を
除
く
東
欧
全
体
に
枠
が
広
か

っ
て
い
る
。
一
九
九
十
年
に
五
億

E
C
u

（欧
州
通
貨
単
位
）
、
一
九
九
一
年
に
六
億

E
C
U
、
一
九
九
二
年
に
十
億

E
C
u
が

そ
れ
ぞ
れ
拠
出
さ
れ
る
。
二

十
四
ヶ
国
の

参
加
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
市
場
ア
ク
セ
ス
、

特
恵
関
税
、
障
壁
撤
廃
、
貿
易
収
支
改
善

な
ど
の
分
野
か
ら
支
援
を
図
ろ
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
束
欧
用
の
銀
行
も
創
設
さ

れ
、
技
術
協
力
も
行
わ
れ
て
い
る
。

束
欧
の
問
題
は
三
つ
あ
る
。

①
資
産
評
価
、
金
融
、
税
務
、
経
理
な
ど

に
信
頼
で
き
る
尺
度
や
法
体
系
が
存
在
し

な
い。

こ
」~
民
営
化
が
で
き
な
い。

②
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
行
政
に
も
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
欠
如
゜

③
購
買
力
と
安
定
通
貨
が
な
い
た
め
市
場

が
育
た
な
い

。

初
期
の
段
階
で
は
セ
ク
タ
ー
別
の
戦
略

が
重
要
で
あ
る
。
農
業
、
中
小
民
間
企
業

の
創
設
、
民
間
住
宅
建
設
な
ど
が
重
要
で

あ
る
。
民
営
化
に
伴
う
構
造
的
失
業
が
多

＜
救
済
策
が
必
要
で
あ
る
。
環
境
汚
染
も

限
界
を
超
え
て
お
り
優
先
的
対
応
が
迫
ら

れ
て
い
る
。

二
、
健
全
な
競
走
と
協
調

コ
ー
に
移
動
し
て
行
わ
れ
た
第
五
匝
円

卓
会
議
の
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
日
米
欧

間
の
期
待
の
高
ま
り
に
伴

っ
て
必
要
と
さ

れ
る
新
し
い
態
度
と
行
動
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
行
わ
れ
た
。
冒
頭
で
は
四
月
の
東
京

会
議
で
日
本
側
が
発
表
し
た
日
本
改
革
案

「
真
に
世
界
に
貢
献
で
き
る
日
本
を
築
く

た
め
に
」
に
対
す
る
高
い
評
価
が
欧
米
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
。
続
い
て
フ
ェ
ア
な
ル
ー

ル
に
則
っ
て
健
全
な
競
争
を
推
進
し
よ
う

と
い
う
ア
メ
リ
カ
側
の
提
案
に
対
し
て
、

日
米
欧
の
参
加
者
は
自
国
に
お
け
る
構
造

改
革
や
社
会
問
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
の

重
要
性
を
訴
え
た
。
日
本
の
成
長
や
ド
イ

ツ
統
合
に
関
す
る
恐
れ
や
嫉
妬
に
対
し
て

は
、
成
長
を
抑
制
す
る
よ
り
も
、
富
を
作

る
方
法
を
発
展
途
上
国
や
東
欧
に
伝
え
て

い
く
べ
き
だ
と
の
意
見
も
出
・

た
。

ま
た
先
進
国
間
で
は
全
て
競
争
で
解
決

で
き
て
も
途
上
国
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
い

け
な
い

。
国
益
ば
か
り
で
な
く
地
球
全
体

の
利
益
を
重
視
す
る
よ
う
な
考
え
方
、
数

世
代
先
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
行
動
、

そ
し
て
環
境
問
題
へ
の
国
際
的
対
応
の
必

要
な
ど
も
説
か
れ
た
。

し
か
し
、
日
本
企
業
三
社
が
ダ
ン
ピ
ン

グ
で
罰
金
を
受
け
た
と
い
う
ド
イ
ツ
の
記

事
に
話
題
が
及
ぶ
と
途
端
に
活
発
な
意
見

交
換
に
発
展
し
た
。
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
意
図

し
て
や

っ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
は
な
く
と
も
‘

流
通
そ
の
他
の
要
因
で
実
際
に
は
海
外
価

格
の
方
が
安
い
こ
と
が
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
し

て
受
け
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
共
通
の
認

識
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
法
律
的

対
応
以
外
で
調
整
で
き
る
方
法
を
見
出
す

べ
き
だ
と
の
提
案
に
対
し
、
日
本
の
あ
る

参
加
者
は
‘
こ
う
し
た
こ
と
を
は
っ
き
り

説
明
で
き
る
透
明
性
と
相
互
主
義
を
確
立

し
な
け
れ
ば
日
本
は
欧
米
ば
か
り
か
第
三

世
界
か
ら
も
非
難
を
受
け
続
け
る
だ
ろ
う

と
述
べ
た
。

ま
た
日
本
の
海
外
直
接
投
資
や
買
収
の

や
り
方
に
関
す
る
批
判
に
対
し
て
、
別
の

日
本
人
参
加
者
は
自
分
の
会
社
の
方
針
と

し
て
企
業
買
収
は
し
な
い
、
株
も
四
十
九

％
以
上
は
取
得
し
な
い
、
相
手
企
業
の
企

業
文
化
を
尊
重
す
る
方
針
を
貰
い
て
い
る

と
答
え
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

三
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
必
要
な

西
側
の
投
資
と
経
営
教
育

側
の
参
加
者
は
‘
付
加
価
値
や
研
究
開
発

を
含
む
日
本
か
ら
の
投
資
で
で
き
た
製
品

は
”
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

製
品
“
で
あ
り
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
投
査
を
長
年
受
け
入
れ
て
き

た
よ
う
に
日
本
か
ら
の
投
査
も
等
し
く
歓

迎
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

第
ニ
セ

ッ
シ
ョ
ン
は
ソ
連
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー

・
シ
ス
テ
ム
研
究
所
グ
ビ
シ
ア
ニ
所

長
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
「
ソ
連

・
東
欧
の
変

革
ー
そ
の
影
牌
と
好
機
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
行
わ
れ
た
。

コ
ス
イ
ギ
ン
元
首
相
の
女

婿
に
あ
た
る
同
博
士
は
長
年
多
く
の
国
際

会
議
に
出
席
し
東
西
交
流
に
尽
く
し
て
き

た
。
発
言
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
東
欧
の
劇
的
民
主
化
が
目
に
見
え
る
結

果
を
も
た
ら
す
に
は
時
間
が
か
か
る
。
計

画
経
済
か
ら
市
場
経
済
に
移
行
す
る
に
は

イ
ン
フ
レ
や
不
況
が
起
こ
る
か
、
政
治
的

自
由
を
得
た
代
償
と
し
て
の
こ
う
し
た
困

難
に
市
民
が
ど
こ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
か
が

鍵
で
あ
る
。
経
済
構
造
変
革
に
は
西
側
企

業
の
助
け
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま

で
は
貧
富
の
差
が
広
か
り
‘
貧
し
さ
の
中

で
の
社
会
分
裂
が
起
こ
り
か
ね
な
い

。
鉄

の
カ
ー
テ
ン
の
向
こ
う
で
対
立
が
起
き
、

欧
州
の
2
_3

が
豊
か
で
1
_
3

が
貧
し
い
の
で
は

欧
州
全
体
の
安
定
は
あ
り
え
な
い

。
経
済

的
安
定
が
、
こ
れ
ま
で
の
軍
事
的
安
定
に
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と
っ
て
代
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

。
但
し
、

ゴ
ー
ル
ド
ラ

ッ
シ
ュ
の
よ
う
な
気
持
で
来

て
は
欲
し
く
な
い

。
忍
耐
を
も
っ
て
来
て

も
ら
え
ば
将
来
魅
力
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
与
え
ら
れ
よ
う
。

フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ

テ
ィ
ー
ス
タ
デ
ィ
も
可
能
だ
し
、
外
資
の

持
株
上
限
か
四
十
九
％
か
ら
九
十
五
％
ま

で
あ
が
っ
て
い
る
の
で
合
弁
か
し
易
く
な

っ
た
。
充
分
と
は
い
え
な
い
が
リ
ス
ク
が

つ
き
も
の
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
す
れ
ば
か
な
り

良
い
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
改
革
の
勢
い

が
是
非
と
も
欲
し
い
今
こ
そ
西
側
の
投
資

と
経
営
教
育
が
緊
急
を
要
す
る
。
改
革
の

プ
ロ
セ
ス
が
後
戻
り
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
全
世
界
の
協
力
が
い
る
」。

欧
米
の
参
加
者
か
ら
は

「
社
会
主
義
が

ら
資
本
主
義
へ
移
行
す
る
過
程
で
、
人
の

態
度
を
変
え
る
こ
と
を
助
け
る
こ
と
が
重

要
」
、
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
失
敗
は
破
産

に
つ
な
が
り
世
界
全
体
の
問
題
」
、
「
東
欧

支
援
は
我
々
に
と

っ
て
も
自
己
利
益
」
と

い
っ
た
意
見
や
日
本
か
ら
の
東
欧
支
援
を

求
め
る
意
見
も
出
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、

北
方
領
土
の
問
題
が
日
ソ
関
係
改
善
の
障

害
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
歴
史
的
経
緯
を

日
本
人
参
加
者
が
率
直
に
説
明
す
る
と
‘

日
本
人
の
生
の
気
持
を
初
め
て
聞
く
こ
と

が
で
巻
た
と
博
士
は
答
え
た
。

世
界
銀
行
の
関
係
機
関
で
あ
る
多
数
国

間
投
資
保
証
機
関

(M
I
G
A
)の
寺
澤
長

四
、
社
会
変
革
の
エ
ン
ジ
ン
と

し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
役
割

耳
は
、

M
I
G
A
が
九
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー

で
外
国
企
業
の
投
資
促
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
同
国
の
企
業

民
営
化
を
外
資
導
入
に
よ
り
後
押
し
す
る

の
か
目
的
で
束
欧
で
は
初
の
試
み
で
あ
る
。

「
魚
を
与
え
る
よ
り
も
、
魚
の
釣
り
方
を

教
え
る
」
と
い
う
理
念
で
民
間
に
よ
る
投

資
の
リ
ス
ク
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

途
上
国
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
も
の
で
、

円
卓
会
議
で
も
多
く
の
関
心
を
集
め
た
。

第
三
セ

ッ
シ
ョ
ン
は
ジ
ャ
パ
ン

・
タ
イ

ム
ズ
小
笠
原
会
長
の
司
会
で

「
環
太
平
洋

ー
世
界
的
な
好
機
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開

か
れ
た
。
今
で
は
世
界
貿
易
の

二
十
五
％

を
占
め
る
環
太
平
洋
地
域
は
世
界
で
最
も

投
資
環
境
が
良
い
こ
と
、
日
本
が
中
国
を

孤
立
化
さ
せ
な
い
姿
勢
を
と

っ
て
い
る
こ

と
、
中
国
と
台
湾
と
の
経
済
交
流
の
拡
大

な
ど
政
治
と
経
済
の
軸
が

一
致
し
て
き
て

い
る
動
き
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
ビ

ジ
ネ
ス
の
役
割
や
倫
理
に
つ
い
て
も
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
、
政
治
体
制
の
違
い
を

超
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
に
よ
る
対
立
の
抑

止
、
人
の
動
機
づ
け
の
推
進
、
国
や
政
治

家
に
代
わ

っ
て
社
会
変
革
の
エ
ン
ジ
ン
た

る
べ
き
ビ
ジ
ネ
ス
の
役
割
、
軍
縮
に
よ
る

産
業
振
興
な
ど
が
拳
げ
ら
れ
た
。

日
本

の
一
・
『
域
に
お
け
る
。フ
レ
ゼ

ン

ス
の
大
き
さ
や
進
出
の
在
り
方
に
つ
い
て

警
戒
す
る
発
言
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
日
本
側
参
加
者
か
ら
は
‘

①
短
期
的
見
返
り
を
求
め
な
い
長
期
的
視

野
で
進
出
し
、
現
地
の
人
に
任
せ
て
そ
の

国
の
産
業
を

一
緒
に
興
す
よ
う
に
し
て
い

る
。

②
先
ず
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
や
難
民
を

受
け
入
れ
て
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
や
、
労

働
市
場
の
開
放
な
ど
を
し
て
、
ア
ジ
ア
の

人
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
日
本
社
会
や

日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
な
る
こ
と
か
先

決
。

③
外
国
人
を
本
社
の
重
役
に
迎
え
る
な
ど

の
動
き
か
始
ま

っ
て
い
る
。

と
い
っ
た
具
体
対
応
が
紹
介
さ
れ
た
。

第
四
セ

ッ
シ
ョ
ン
は
イ
ン
ド
の
パ
ト
デ

ィ
ア
元
商
工
会
議
所
会
頭
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え

「
発
展
途
上
国
に
対
す
る
共
同
責
任
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。
同
氏
は
世

界
全
体
が
市
場
経
済
に
移
行
し
つ
つ
あ
る

か
か
わ

に
も
拘
ら
ず
‘
繁
栄
が
均
衡
し
て
配
分
さ

れ
ず
に
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
と
指
摘
し

た
上
で
、
世
界
全
体
の
協
力
と
調
和
と
い

う
観
点
か
ら
競
争

の
概
念
を
再
定
義
す
る

必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
債
務
‘

イ
ン
フ
レ
、
人
口
増
加
‘
環
境
汚
染
と
い

っ
た
問
題
解
決
に
日
米
欧
の
経
済
人
の
協

力
を
要
請
し
た
。
欧
米
参
加
者
か
ら
は
‘

先
進
国
と
途
上
国
の
架
け
橋
と
し
て
の
イ

ン
ド
が
佃
の
第
三
世
界
諸
国

・

展
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
ぎ
る
と
の

期
待
か
表
明
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
幅
広
い

テ
ー
マ
を
こ
な
し
た
今
回
の
円
卓
会
議
は

終
了
し
た
が
、
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
問
題
や
緊
張
に
対
し
て

一
緒
に
取
り

組
も
う
と
い
う
姿
勢
が

一
層
明
確
に
な

っ

た
。

コ
ー
円
卓
会
議
は
‘
そ
の
理
念
と
ア

プ
ロ
ー
チ
を
各
国
の
政
策
や
世
論
に
も
反

映
さ
せ
よ
う
と
の
試
み
か
ら
、
来
年
四
月

に
ア
メ
リ
カ
の
ワ
ン
ン
ト
ン
市
と
ミ
ネ
ソ

タ
州
を
訪
問
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
他
、

来
年
初
め
に
小
グ
ル
ー
プ
で
イ
ン
ド
の
二

ュ
ー
デ
リ
ー
を
訪
問
し
て
ほ
し
い
と
の
要

請
か
イ
ン
ド
の
政
財
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

（
参
加
者
リ
ス
ト
は

10
ペ
ー
ジ
掲
載
）
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傘 合亙 命 た

東
欧
支
援
の
ム
論
グ

流
行
し
た
。
十
年
後
の
い
ま
、
モ
上
げ
た
も
の
で
あ
る
」
と
看
破
し

日

ス

ク

ワ

や

ワ

ル

シ

ャ

ワ

で

も

若

者

た

と

言

っ

。

0

の
T
シ
ャ
ツ
に
同
じ
デ
ザ
イ
ン
が

譲
り
合
う
精
神
で

は
や
り
だ
し
た
と
「
ロ
ン
ド
ン
・

2
 

メ

リ

カ

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト

」

は

報

じ

て

い

そ

れ

は

と

も

か

く

、

私

の

独

断

月ァ

の

主

に

ビ

ジ

ネ

ス

マ

ン

る

。

と

偏

見

だ

が

、

ア

ダ

ム

・

ス

ミ

ス

年

ア

メ

リ

カ

に

は

十

八

年

間

住

ん

が

約

二

十

人

集

ま

っ

グ

ラ

ス

ゴ

ー

大

学

出

身

の

ス

コ

は

基

本

的

に

人

間

を

信

じ

て

い

た

99

で
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
一
て
、
自
由
に
言
い
た

い

ッ

ト
ラ
ン
ド
人
と
コ
ー
で
会
っ
の
だ
と
思
っ
。
政
府
な
ど
は
な
る

（

度

も

住

ん

だ

こ

と

は

な

い

。

生

放

題

の

こ

と

を

言

い

、

た

。

べ

く

小

さ

い

方

が

よ

い

。

い

ち

い

年

涯

、

二

、

三

年

ロ

ン

ド

ン

か

パ

リ

「

人

類

の

埓

来

」

に

つ

「

ア

ダ

ム

・

ス

ミ

ス

は

る

富

国

ち

行

政

指

導

な

ど

し

な

く

て

も

、

2
 の
勤

務

が

あ

っ

た

ら

と

熱

望

し

て

い

て

糸

口

を

探

っ

て

い

論

4

で
有
名
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
信
顆
で
き
る
供

い

た

が

、

と

う

と

う

実

現

し

な

か

る

。

そ

も

そ

も

は

グ

ラ

ス

ゴ

ー

大

学

で

給

者

と

需

要

者

と

の

フ

H

ア
な
競

成

っ

た

。

「

ム

キ

に

な

ら

な

い

争

が

行

わ

れ

、

価

格

は

し

か

る

べ

平

見
い[
:
v員
戸
〗
五
汀
り
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
「
信
頼
」

1

旦
"
`
[
[

ら
し
く
、
新
鮮
で
、
私
の
知
的
好
最
初
に
ク
ギ
を
さ
す

奇
心
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
。
が
、
東
欧
や
ソ
連
の
問
も
当
然
だ
。
助
け
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
い
う
と
り
上
げ
た
。
自
由
主
義
経
済
学
道
徳
学
を
教
え
て
い
た
。
彼
の
最
い
ま
コ
ー
円
卓
会
議
で
参
加
者

い
ま
、
ス
イ
ス
の
コ
ー
で
円
卓
顆
に
な
る
と
、
が
然
討
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
点
で
、
全
く
同
じ
考
え
を
も
っ
て
を
説
い
た
「
富
国
論
」
が
や
っ
と
初
の
著
書
は
ょ
倫
理
感
情
の
理
が
自
由
に
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
の

会
議
が
開
か
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ー
論
は
ホ
ッ
ト
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
い
る
。
そ
れ
が
分
か
っ
た
だ
け
で
死
後
二
百
年
で
日
の
目
を
見
た
か
論
~
（
セ
オ
リ
ー
・
オ
プ
・
モ
ラ
も
、
こ
の
「
信
顆
」
が
あ
れ
ば
こ

翔
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
ら
「
激
動
の
ヨ
市
場
経
済
へ
の
大
変
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
英
国
、
イ
も
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
。
ら
で
あ
ろ
う
。
ル
・
セ
ン
チ
メ
ン
ト
）
で
す
」
と
そ
で
あ
る
。

1̀;r

ン
ド

。

そ

し

て

今

回

初

め

て

ゲ

ス

十

年

前

、

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

か

強

調

す

る

。

日

米

間

の

ゴ

タ

ゴ

タ

も

、

も

っ

ー
ロ
ッ
パ
」
と
大
げ
さ
に
言
う
だ

s
 

笠
袖
Y

ぺi
.

ツ`

ZoO
年
目
の
日
の
目

”

望

評

≫

卜

と

し

て

ソ

連

か

ら

参

加

し

た

人

ら

や

っ

て

来

た

元

映

画

ス

タ

ー

の

シ

ュ

ン

ペ

ー

タ

ー

は

、

「

る

富

と

思

い

切

っ

て

相

手

を

信

頼

し

、

戸

詞

立

り

ぃ

｀

＇

・
た
ち
は
、
「
市
場
経
済
を
信
じ
る
七
月
十
七
日
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
新
大
統
領
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
国
腔
は
経
済
学
の
新
し
い
理
論
譲
り
合
う
精
神
で
や
り
直
し
た
ら

；戸戸いいい向千

～
ー
各
い
戸
忙
鱈
戸
鰐

□

815/Os[
い
い
い
臼

□

和
彗
且
パ
鱈
い
乳
戸

5
店

の

山

の

言

ぺ

ん

に

あ

る

マ

ウ

>

^

[~^
,

＜
、
や
っ
と
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
入
米
の
マ
ス
コ
ミ
は
あ
ら
ゆ
る
角
度
ン
で
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
置
知
識
・
情
報
を
蒸
留
し
、
そ
れ
を
残
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
あ
せ
り

7

ン
テ
ン
・
ハ
ウ
ス
に
、
日
本
、
ア
り
を
表
明
し
た
東
欧
の
人
た
ち
を
か
ら
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
論
」
を
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ネ
ク
タ
イ
が
革
命
的
な
ド
ク
ト
リ
ン
に
ま
と
め
を
感
じ
る
。

日躍日

多数国問投資保証機関長官苧拉尺 芳男

換
を
な
し
と
げ
よ
う
と
し
て
い
る

束
欧
。
一
九
一
七
年
の
革
命
以
来

初
め
て
共
産
党
独
裁
か
ら
脱
皮
し

た
ソ
連
。
あ
っ
と
い
う
間
に
壁
が

く
ず
さ
れ
、
通
貨
の
統
一
が
実
施

さ
れ
た
ド
イ
ツ
。
あ
と
千
日
以
内

に
統
一
に
こ
ぎ
つ
け
よ
う
と
す
る

E
C
の
十
ニ
カ
国
。

ど
れ
一
っ
と
り
出
し
て
も
、
歴

史
の
大
変
革
が
一
度
に
起
こ
っ
た

の
だ
か
ら
「
い
っ
た
い
ど
う
な

る
」
と
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
の

.................................................................... 

． 
I 

豆＾，．

紬埠緑潔
一

~ ~ 、(',...-
~,l>. . ぢ・

喜,,;,_ ,,/? 
(I= c=  ; V ,/令
, t~-.;;;:. ~ 
~ --、・・・"・ . , , "O' 

脇まさひで

..................................................................... 

え， まさひで

◇
◇
◇
コ
ー
円
卓
会
評
し
溢
れ
る
信
頼
と
譲
り
A

平
成
二
年
七
月
二
十
九
日
朝
刊

し
の
精
神
◇
◇
◇

多
数
国
間
投
資
保
証
機
関

(
M
I
G
A
)
長
官
、
寺
澤
芳
男
氏
、
円
卓
会
議
の
印
象
を
産
経
新
聞
で
語
る
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"I
 
w
a
n
t
 to 
b
e
 a
 c
i
t
i
z
e
n
 
o
f
 
t
h
e
 

w
o
r
l
d
"
前
後
の
文
脈
を
加
え
る
と
「
私
は

自
国
の
一
国
民
と
い
う
枠
を
超
え
、
地
球

市
民
と
し
て
や
っ
て
行
ぎ
た
い
」
。

コ
ー
で
親
し
く
な
っ
た
プ
ル
ガ
リ
ア
の

青
年
が
別
れ
際
に
言
い
残
し
た
二
の
言
葉

が
、
色
々
の
意
味
で
余
り
に
も
象
徴
的
で

頭
か
ら
離
れ
な
い
。

澄
み
き
っ
た
天
空
に
高
く
連
な
る
ス
イ

た
た

ス
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に
、
清
き
水
を
湛
え

る
レ
マ
ン
湖
を
見
渡
す
身
も
心
も
洗
わ
れ

る
よ
う
な
環
境
の
中
に
あ
る
コ
ー
の
マ
ウ

ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
を
舞
台
に
、
世
界
の
友
人

た
ち
と
語
り
合
っ
た
十
日
間
は
私
に
と
っ

て
単
に
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
今
後
の
私
の
活
動
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
と
指
針
を
与
え
て
く
れ
た
。

私
は
こ
の
夏
、
思
い
切
っ
て
一
ヵ
月
半

の
長
期
休
暇
を
取
り
、
地
元
を
家
内
に
任

せ
訪
欧
の
旅
に
出
た
。

コ
l
M
R
A
世
界

大
会
参
加
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
で
、

武
蔵
野
市
市
議
会
議
員

深

沢

逹

也

地
球
市
民
と
し
て
の

在
り
方
を
学
ん
だ

コ
—
で
の
十
日
間

そ
の
後
の
欧
州
各
国
訪
問
で
は
コ
ー
で
私

自
身
が
考
え
た
こ
と
が
、
物
事
を
見
る
上

で
の
―
つ
の
座
標
軸
に
な
っ
た
こ
と
は
事

実
だ
。私
が
止
む
に
止
ま
れ
ず
欧
州
見
聞
の
旅

に
出
た
理
由
の
一
っ
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
に
象
徴
さ
れ
る
ダ

イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
世
界
の
変
化
を
現
場
で
確

か
め
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

コ
ー
で
の
各
種
会
議
の
全
体
テ
ー
マ
「
様

々
な
変
革
の
動
ぎ
を
活
か
す
た
め
に
」
(
F
r
e,
 

e
i
n
g
 t
h
e
 
f
o
r
c
e
s
 o
f
 c
h
a
n
g
e
)
は
私
の

テ
ー
マ
と
も
合
致
し
、
特
に
ソ
連
‘
束
欧

か
ら
の
参
加
者
の
話
を
聞
き
、
ヒ
ザ
を
交

え
て
語
り
あ
え
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
実

り
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。

以
下
私
の
感
想
を
列
挙
し
て
み
た
い
と

思
う
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
事
柄
の
性
格

上
、
コ
ー
で
の
体
験
に
留
ま
ら
ず
、
こ
れ

と
連
動
す
る
そ
の
後
の
訪
欧
で
受
け
た
印

象
も
含
ま

1.
い
る
。

ま
た
前
提
と
し
て
私
が
コ
ー
で
参
加
し

た
会
議
は
‘

一
、
産
業
人
会
議
テ
ー
マ
「
国
際
競
争

の
激
化
と
、
望
ま
れ
る
質
と
動
機
」

グ
ル
ー
プ
テ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
私
の

属
し
た
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
「
労
働
組

合
の
役
割
」
で
あ
っ
た
。

一
、
第
五
回
コ
ー
円
卓
会
議

会
議
は
こ
れ
ま
で
四
回
行
わ
れ
テ
ー
マ

は
各
々
設
定
さ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

私
流
に
要
約
す
れ
ば
、
日
米
欧
の
経
済
競

争
の
在
り
方
、
ソ
連
、
東
欧
の
変
革
へ
の

対
応
、
発
展
途
上
国
へ
の
対
応
等
で
あ
っ

こ
。
t
 以
上
、
参
加
メ
ン
バ
ー
は
日
米
欧
を
代

表
す
る
企
業
の
ト
ッ
プ
で
、
私
は
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

①

ソ
連
、
東
欧
の
経
済
破
綻
と
自
由
市

場

(
f
r
e
e
m
a
r
k
e
t
)
を
求
め
る
声
の
弾

さ
を
実
感

産
業
人
会
議
、
円
卓
会
議
を
通
じ
ソ
連

の
代
表
的
な
学
者
二
名
が
各
々
講
演
を
行

っ
た
。私
か
大
き
な
変
化
を
痛
感
し
た
第
一
は
‘

二
人
と
も
ソ
連
の
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を

自
由
に
批
判
し
、
こ
れ
か
ら
の
在
り
方
を

自
由
に
論
じ
て
い
た
こ
と
だ
。
ま
さ
に
鉄

の
統
制
が
崩
れ
る
音
を
聞
く
思
い
で
あ
っ

た
。
第
二
は
そ
の
在
り
方
と
し
て
西
側
（
既

に
東
も
西
も
な
い
と
思
う
が

~
と
も
手

で前の壁のン）
 
レペt
 

てつ残.-l
 

t
 

I

ま
一
●

這みt
ぺ

を
組
ん
で
市
場
経
済
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
き
た
い
と
い
う
点
で
、
こ
の
点
は

東
欧
諸
国
の
人
た
ち
も
同
感
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
本
文
冒
頭
に
登
場
し
て
も
ら
っ
た

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
青
年
も
「
我
々
ぱ
自
由
市

場
を
望
ん
で
い
る
」
と
強
調
し
て
い
た
し
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
新
党
結
成
に
参
加
し
た
と

い
う
若
い
女
性
も
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は

あ
る
に
せ
よ
、
統
制
や
計
画
に
よ
ら
な
い

自
由
な
経
済
運
営
を
取
り
入
れ
た
い
と
訴

え
て
い
た
。

後
の
二
人
の
発
言
は
各
々
食
事
を
一
緒

に
し
た
時
の
も
の
だ
が
、
私
は
明
ら
か
に

一
般
市
民
レ
ベ
ル
ま
で
そ
う
し
た
変
化
が

浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

ソ
連
の
学
者
か
ら
の
こ
う
し
た
論
述
に

対
し
、
日
米
欧
皆
で
助
け
て
い
こ
う
で
は
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な
い
か
と
円
卓
会
議
の
意
気
も
上
か
り
、

私
も
末
端
の
席
で
そ
れ
を
聞
き
な
が
ら
円

卓
会
議
の
精
神
に
心
の
中
で
拍
手
を
送
っ

た
。
国
際
政
治
、
特
に
国
家
間
の
問
題
で

は
譲
れ
る
も
の
と
譲
れ
な
い
も
の
の
一
線

は
あ
る
と
は
思
う
か
‘
助
け
合
え
る
こ
と

は
大
い
に
や
る
べ
し
と
の
思
い
を
改
め
て

実
感
し
た
。

②

民
族
自
決
を
外
か
ら
邪
魔
す
る
こ
と

は
で
き
な
い

東
西
ド
イ
ツ
統
一
の
日
程
も
決
ま
っ
た

よ
う
だ
。
私
が
今
回
の
訪
欧
で
確
信
し
た

こ
と
は
、
ド
イ
ツ
民
族
は
様
々
な
困
難
を

乗
り
越
え
て
名
実
伴
っ
た
統
一
を
達
成
す

る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

円
卓
会
議
で
西
ド
イ
ツ
の
経
営
者
が
、

「
我
々
は
い
い
こ
と
は
早
く
や
る
ん
だ
、
統

一
の
実
現
に
向
け
て
急
い
で
い
る
ん
だ
I.
」

も
っ

と
熱
情
を
以
て
力
説
し
満
場
の
拍
手
を
浴

び
て
い
た
か
、
私
は
そ
れ
を
ド
イ
ツ
民
族

の
意
見
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
受
け
止

め
た
。

コ
ー
の
後
、
東
西
ベ
ル
リ
ン
を
初
め
ド

イ
ツ
各
市
を
訪
ね
た
が
、
列
車
の
中
で
隣

合
わ
せ
た
若
者
や
学
生
と
話
を
し
た
り
行

く
先
々
で
老
若
男
女
問
わ
ず
ド
イ
ツ
人
か

ら
話
を
聞
い
た
限
り
‘
東
西
ド
イ
ツ
統
一

は
ド
イ
ツ
民
族
の
悲
願
で
あ
り
、
そ
れ
に

伴
う
困
難
は
自
分
た
ち
の
手
で
乗
り
越
え

ら
れ
る
と
彼
ら
は
確
信
し
て
い
る
と
い
う

の
が
私
の
一
・

た
印
象
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
東
側
で
の
失
業
問
題

や
物
価
高
騰
な
ど
経
済
混
乱
を
軸
に
し
た

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
も
皆
承
知
の
上
で
、

こ
れ
ら
を
受
け
て
立
つ
気
構
え
が
見
ら
れ

こ
。
f
 考
え
て
み
れ
ば
、
色
々
な
い
き
さ
つ
は

あ
っ
た
に
し
て
も
同
一
民
族
が

二
つ
に
別

れ
て
い
た
の
だ
か
ら

一
緒
に
な
る
こ
と
を

望
む
の
は
人
間
と
し
て
自
然
の
感
情
と
い

え
よ
う
。

ひ
る
が
え翻
っ
て
私
た
ち
日
本
人
は
同
一
民
族

一

国
家
で
誠
に
幸
福
だ
が
、
同
じ
ア
ジ
ア
に

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
東
チ
モ
ー
ル
な
ど
不
幸

な
国
々
が
残
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
い
き

さ
つ
か
ら
も
日
本
が
こ
れ
ら
の
国
々
に
対

し
打
算
抜
き
で
や
る
べ
き
こ
と
を
や
る
べ

き
で
あ
る
。

M
R
A
関
係
者
が
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
真
正
の
独
立
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
そ
の

実
現
を
日
本
人
と
し
て
願
う
も
の
で
あ
る
。

⑧

土
地
問
題
の
解
決
と
社
会
資
本
の
整

備
が
直
面
す
る
日
本
の
課
題
と
実
感

円
卓
会
議
の
第
一
部
「
日
米
欧
間
の
期

待
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
新
し

い
態
度
と
行
動
」
で
は
‘
日
本
企
業
の
海

外
で
の
経
済
行
動
が
早
速
争
点
と
な
り
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
側
メ
ン
バ
ー
か
ら
日
本
は
や

り
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
の
批
判
が
相
次
ぎ
、

米
国
側
が
間
に
入
り
自
由
競
争
と
い
う
立

場
か
ら
む
し
ろ
日
本
に
理
解
一
・
l
す
発
言

を
す
る
と
い
う
議
論
の
流
れ
が
あ
り
、
私

は
深
い
関
心
を
以
て
そ
れ
を
聞
い
た
。

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
側
か
指
摘
し
た
こ
と
は
‘

―
つ
に
は
日
本
の
あ
る
電
機
メ
ー
カ
ー
．
の

ダ
ン
ピ
ン
グ
が
倫
理
的
に
許
せ
な
い
と
い

う
点
、
も
う

―
つ
は
ド
イ
ツ
の
経
営
者
か

ら
で
、
日
本
は
ホ
テ
ル
な
ど
を
買
い
占
め

て
い
る
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
―

つ
め
の

点
に
つ
い
て
は
日
本
側
か
ら
、
指
摘
さ
れ

た
件
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
は
あ
た
ら
な
い
と

い
う
主
旨
で
然
る
べ
き
答
え
か
返
さ
れ
た
。

ま
た
後
の
点
は
米
国
側
が
間
に
入
り
‘
売

る
人
が
あ
る
か
ら
買
う
の
で
あ

っ
て
悪
い

か
ば

こ
と
で
は
な
い
と
日
本
を
庇

っ
た
。

私
の
正
直
な
感
想
を
言
え
ば
、
お
互
い

の
自
由
競
争
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
ル
ー
ル

の
r
と

に
則

っ
て
行
動
す
る
限
り
、
安
く
て
い
い

も
の
を
売
る
方
が
勝
つ
わ
け
だ
し
、
な
に

よ
り
も
消
費
者
の
利
便
に
も
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
同
時
に
思
っ
た
の
は
、
日
本

人
が
勤
勉
で
貯
蓄
を
し
、
よ
く
働
く
こ
と

に
何
故
こ
ん
な
に
文
句
を
言
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

晩
は
色
々
と
考
え
込
み
眠
れ
な
か
っ
た
。

結
局
、
日
本
の
経
済
成
長
の
在
り
方
を

問
い
直
せ
ば

G
N
P
（国
民
総
生
産
）
は
増

大
し
た
が
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
が

豊
か
な
も
の
に
な
っ
た
と
断
言
で
き
る
か

と
い
う
点
に
思
い
当
た
る
わ
け
で
、
束
京

を
中
心
と
し
た
異
常
な
地
価
の
高
騰
‘
貧

困
な
住
宅
事
情
、
ま
た
地
域
差
は
あ
る
か

道
路
、
下
水
道
、
公
園
と
い
っ
た
街
づ
く

り
の
基
本
で
あ
る
社
会
査
本
整
備
の
遅
れ

を
考
え
る
と
、
欧
米
か
ら
見
れ
ば
日
本
の

経
済
発
展
は
足
元
暗
し
の
感
を
抱
か
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
思
い
当
た
る
。

同
時
に
こ
の
点
は
、
現
在
日
本
の
政
治
（
内

政
）
に
と
っ
て
も
そ
の
解
決
を
迫
ら
れ
て

い
る
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の

た
め
に
最
大
の
努
力
を
す
る
と
共
に
、
国

際
社
会
の
中
で
存
在
す
る
日
本
と
い
う
視

点
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
の
経
済
発
展
の
在

り
方
を
国
民
全
体
で
考
え
る
時
だ
と
痛
感

し
た
次
第
で
あ
る
。

私
が
議
員
を
つ
と
め
る
武
蔵
野
市
で
は

昭
和
三
十
年
代
か
ら
下
水
道
建
設
を
急
ぎ
、

今
で
は
道
路
、
公
園
を
含
め
遜
色
な
き
水

準
ま
で
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
量
と
共
に

質
の
充
実
を
は
か
る
た
め
今
後
更
に
尽
力

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

④

地
球
環
境
問
題
が
世
界
の
課
題

前
記
の
点
と
共
に
先
進
国
の
経
済
発
展

は
環
境
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
き
た

と
い
う
問
題
の
指
摘
が
あ
り
、
円
卓
会
議

の
メ
ン
バ

ー
こ
と
ご
と
く
こ
れ
を
認
め
る

と
共
に
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
手
を
携

え
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
結
論
に

な
っ
た
。

私
も
全
く
同
感
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

数
値
で
代
表
さ
れ
る

G
N
P
と
い
う
物
差
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し
か
ら
真
の
豊
か
さ
、
個
人
個
人
の
豊
か

さ
の
追
求
と
地
球
環
境
の
保
全
と
い
う
立

場
か
ら
の
物
差
し
に
転
換
す
べ
し
の
思
想

が
共
有
で
き
た
こ
と
は
幸
い
で
あ

っ
た
。

私
も
地
域
に
お
い
て
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

ゃ
ェ
コ
ロ
ジ
ー
（
生
態
系
）
を
重
視
し
た
街

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
に

尚
一
層
尽
力
し
た
い
と
考
え
た
。

⑤
日
本
人
と
し
て
の
正
し
い
自
尊
心
を

も
っ
て
国
際
社
会
に
臨
む
ぺ
し

本
文
冒
頭
で
地
球
市
民
と
い
う
言
葉
が

出
た
が
、
私
自
身
は
日
本
人
で
あ
り
そ
の

上
で
地
球
市
民
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

コ
ー
で
は
ク

ッ
キ
ン
グ
の
チ
ー
ム
に
入

り
各
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に
働
き
‘
余
暇

も
色
々
な
会
談
を
し
た
が
、
必
ず
話
題
に

な

っ
た
の
が
自
国
の
紹
介
で
あ
っ
た
。
勿

論
英
語
で
話
す
訳
だ
が
、
こ
う
し
た
時
、

自
分
の
国
を
真
正
の
プ
ラ
イ
ド
を
も

っ
て

正
し
く
披
露
で
き
る
こ
と
が
国
際
社
会
の

一
員
と
し
て
の
基
本
条
件
で
あ
る
と
思
う
。

私
は
議
員
で
文
教
委
員
を
長
く
務
め
、

こ
の
点
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
何
度
で
も
繰
り
返
し
て
言
う
つ
も
り
で

あ
る
。

以
上
思
い
つ
く
ま
ま
に
書
い
た
が
、
日

本
が
日
本
だ
け
で
存
立
し
え
な
い
、
国
際

社
会
の
中
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
で
あ
る
だ
け
に
、

M
R
A
に
大

き
な
存
在
価
値
を
認
め
る
次
第
で
あ
る
。

• ジョン・デイ
ロ
ン
夫
妻
（
ペ
ク
テ
ル
グ
ル
ー
プ
取
締
役
）

■

ア
メ
リ
カ

リ
ナ
ル
ド
・
プ
ル
ト
ー
コ

（
ド
ラ
ソ
ン
社
社
長
ワ
ー
ル
ド
・
ピ
ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
代
表
）

リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
ク

（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）

元
E

C
副
委
員
長

ア
ク
セ
ル
・
イ
ペ
ロ
ー
ト
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

ア
ド
パ
ン
ス
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
長

ピ
ー
タ
ー
・
フ
グ
ラ
ー
夫
妻
（
ス
イ
ス
）

イ
ン
タ
ー
ア
リ
ア
ン
ス
銀
行
頭
取

■

日
本

ラ
イ
ン
ハ
ル
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
夫
妻
（
西
ド
イ
ツ
）

プ
ラ
ン
コ
社
社
長

オ
リ
ピ
ア
・
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
営
大
学
院
副
理
事
長

モ

リ

ス

・

ア

ミ

ー

ル

（

フ

ラ

ン

ス

）

テ
ィ
ム
ケ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
・
西
ア
ジ
ア
社
長

ネ
ピ
ル
・
ク
ー
パ
ー
夫
妻
（
イ
ギ
リ
ス
）

ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
長

パ
イ
ロ
ン
・
ネ
ー
サ
ー

（
フ
ラ
ン
ク
・
ネ
ー
サ
ー
・
ア
ド
バ
タ
イ
ジ
ン
グ
社
長
）

ロ
ナ
ル
ド
・
ネ
ー
タ
ー
夫
妻

（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
前
S
R
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
専
務
理
事
）

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ス
タ
ン
カ
ー
ド

（
チ
ェ
イ
ス
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
銀
行
副
頭
取
）

伊

藤

新

小
笠
原
敏
晶
夫
妻

（
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
会
長
、
ニ
フ
コ
社
長
）

賀

来

龍

三

郎

（

キ

ヤ

ノ

ン

会

長

）

阪

本

勇

（

住

友

電

気

工

業

相

談

役

）

寺
澤
芳
男
夫
妻

（
多
数
国
間
投
資
保
証
機
関
【
M
_
G
A
】
長
官
）

御
手
洗
富
士
夫
（
キ
ヤ
ノ
ン
専
務
取
締
役
）

金
子
保
久
（
松
下
電
器
国
際
関
係
部
長
）

（
鐘
紡
欧
州
主
管
）

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
（
ア
ー
ス
＆
ス
ペ
ー
ス
社
会
長
）

フ
レ
デ
リ
ッ
ヒ
・
シ
ョ
ッ
ク
夫
妻

（
西
ド
イ
ツ
）

シ
ョ
ッ
ク
社
社
長

ペ
ン
・
マ
ン
チ
ニ
夫
妻

(
B
B
H
ク
オ
リ
フ
ァ
イ
ド
・
プ
ラ
ン
ズ
社
長
）

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
夫
妻
（
オ
ラ
ン
ダ
）

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
元
会
長

ク
ル
ト
・
シ
ッ
プ
ス
夫
妻
（
西
ド
イ
ツ
）

ロ
パ
ー
ト
・
ポ
ッ
シ
ュ
社
監
査
役
会
役
員

ア
レ
ッ
ク
ス
・
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
夫
妻

（
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
チ
ェ
ッ
チ
社
社
長
）

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ハ
ウ
エ
ル
夫
妻

（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
ピ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授
）

■

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ポ
イ
ト
・
ギ
ル
モ
ア
（
ア
メ
リ
カ
旅
行
業
協
会
会
長

第
五
回
コ
ー
円
卓
会
議
参
加
者
リ
ス
ト

「MRAO)歴史」のピテオ（冨）
頒布中

頒価2,000円（送料込）

詳しくは事務局までお問い合せ下さい。

I 03(s21)3737 . I 
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私
は
‘
七
月
十
八
日
か
ら
四
日
間
、
ス

イ
ス

の
コ
ー
で
開
か
れ
た
産
業
人
会
議
に

労
働
組
合

の
上
田
委
員
長
と
二
人
で
出
席

し、

全
体
会
議
で
意
見
発
表
を
す
る
な
ど
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
。

併
せ
て
こ

の
間、

全
く
の
ノ
ン

・
ア
ル

コ
ー
ル

・
デ
ー
を
実
行
し
た
。
近
年

一
日

た
り
と
も
酒
を
断

っ
た
こ
と
の
な
い
私
た

ち
に
と

っ
て
、
誠
に
有
意
義
で
あ

っ
た
と

自
賛
し
て
い
る
。

コ
ー
滞
在
中
は
、
事
務
局
の
ご
配
慮
に

よ

っ
て
私
た
ち
の
朝
食

の
テ
ー
ブ
ル
で
は
‘

毎
回
、
異
な

っ
た
国
々

の
人
た
ち
と
懇
談

す
る
機
会
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
い
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
南
ア

フ
リ
カ
や
ジ
ン

パ
ブ
エ

の
M
R

A
活
動
家
、

イ
ギ
リ
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
代

表
‘
レ
バ

ノ
ン
の
大
学
教
授
な
ど
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
人
た
ち
も
日
本
に

つ
い
て
、
時

に
は
私
た
ち
以
上
に
よ
く
知

っ
て
お
り
‘

ま
た
、
そ

の
動
向
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を

示
し
て
い
た
。

テ
ー
ブ
ル
で
の
会
話
は
い
つ
も
楽
し
か

っ
た
が
、
と
り
わ
け
南
ア
フ
リ
カ
の

M
R

A
活
動
家
と
の
対
話
は
印
象
に
残

っ
て
い

る
。
彼
は
私
の
名
刺
を
受
け
取
り
な
か
ら

自
分
は
貧
し
い
の
で
名
刺
を
作

っ
て
い
な

い
と
断

っ
て
い
た
が
、
後
で
そ
れ
程
ま
で

に
節
約
し
て
コ
ー
に
来
る
旅
費
を
貯
め
て

い
た
こ
と
を
知

っ
て
感
動
し
た
。

彼
は
と
て
も
陽
気
な
人
物
で
あ
っ
た
の

で
、
私
は
「
我
社
で
は
管
理
職
を
選
ぶ
時

の
条
件
の
一
っ
を
性
格
的
に
ネ
ア
カ
で
あ

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
‘
貴

男
の
よ
う
な
人
物
は
最
適
だ
」
と
言
う
と
‘

そ
れ
は
大
変
有
り
難
い
が
、
そ
の
際
に
は

日本に寄せられる世界の

期待（こどう廊えるか

ー産業人会議に参加して

．
 

近畿日本鉄道株式会社

取締役

辻井 昭雄

ワ
イ
フ

の
許
可
を
得
な
け
れ
・

応
叶
知

し
ょ
う笑
し
た
。

さ
て
、

全
体
会
議
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
の
討
論
を
聞
い
て
い
る
と
‘

必
ず
と
い

っ
て
よ
い
ほ
ど
、
日
本
に
関
す

る
話
題
が
含
ま
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
婦
人
労
働
者

は
、
日
本
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ

ー
は
労
働
者
の

意
見
を
尊
璽
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
自

国
の
管
理
者
は
、
労
働
者
が
せ

っ
か
く
良

い
提
案
を
し
て
も
そ
れ
を
全
く
無
視
し
て

し
ま
う
の
で
大
変
残
念
だ
と
言
っ

て
い
た

し
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
は
‘
日
本
の
企

業
は
顧
客
を
大
切
に
し
、
ま
た
、
部
品
供

給
業
者
の
面
倒
見
も
よ
く
、
こ
れ
が
日
本

企
業
繁
栄
の
原
動
力
に
な

っ
て
お
り
‘
イ

ギ
リ
ス
人
も
大
い
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら

ょ

な
い
と
褒
め
て
く
れ
る
と
い
っ
た
具
合
で

あ
る
。

今
年
の
会
議
に
は
、
東
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の

人
た
ち
が
多
数
参
加
し
て
い
た
。
彼
ら
は

あ
ら
ゆ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
顔
を
出
し
、

真
剣
に
耳
を
傾
け
積
極
的
に
発
言
し
て
い

た
。
彼
ら
を
含
め
た
世
界
中
の
人
た
ち
が
、

日
本
の
援
助
‘
投
資
、
経
営
指
導
な
ど
色

々
な
面
で
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
直

接
肌
で
惑
じ
る
こ
と
が
で
ぎ
た
の
も
、
大

き
な
収
獲
で
あ

っ
た
と
思

っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
私
た
ち
は
彼
ら
の
期
待
に
、
ど
う

す
れ
ば
実
り
あ
る
対
応
が
で
き
る
か
、
真

L
 
摯
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
た
。

MR,'¥ 
H.J Tf iE EYES OF 
NEWSP,'¥PERS 
D!CT!Ot~AR!ES 
BOOKS ・etc. 
豹衡,.1,-,り蝙rn•~ll知•~hl

・. ざ

霞

匿._ 
1848菖諏紐；-HM鶉得濾葦葦1--- -

~-順MRA日本饂貪

新聞記事その他で見るMRAの歩み①
1948 (昭和23年）-1989 (平成元年）

（内容の一部）

●片山哲氏海外通信第一報世界平和の青い鳥MRA大会に期待

●日韓問題解決へ糸口 MRA大会で両国代表瀬踏み交渉

●企業に浸透するMRA活動東芝国際会議に毎回参加

●「GIFの碁本理念とMRA」中島正樹

◇非売品ですがご希望の方に一部300円（実費）でお頒けいたし ます。

お申 し込みはMRA事務局へどうぞ TEL:03(821)3737 
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「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
こ
と
わ
ざ

に
あ
る
よ
う
に
、
何
に
お
い
て
も
「
生
の

迫
力
」
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
映
画
も
大
好
き
で
す
が
、
そ
れ
よ
り

も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
舞
台
の
方
に
圧
倒
的

な
迫
力
を
感
じ
ま
す
し
、
音
楽
に
し
て
も

レ
コ
ー
ド
や
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
よ
り

コ
ン
サ
ー
ト
の
方
が
よ
り
感
動
し
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
何
も
手
を
加
え
ら
れ
て
い

な
い

、
飾
り
の
な
い
新
鮮
な
、
そ
し
て
嘘

偽
り
の
な
い
真
実
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
、
さ
ら
に
演
技
や
演
奏
を
し
て
い

る
本
人
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
や
感
情

ー
喜
怒
哀
楽
ー
を
手
に
と
る
よ
う
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

今
夏
‘
M
R
A
コ
ー
世
界
大
会
に
参
加

し
、
貴
重
な
二
十
日
間
を
体
験
す
る
こ
と

か
で
き
ま
し
た
。
出
発
前
は
初
め
て
の
海

外
旅
行
と
い
う
不
安
も
手
伝

っ
て
、
英
語

不
安
な
気
持
で
参
加
し
だ

コ1
世
界
大
会

激動する世界の

動きを肌で感じ

だコーでの生活

大妻女子短期大学

京子下崎

何
は
と
も
あ
れ
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス

で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
様
々
な
人

種、

言
語
、
生
活
様
式
、
幅
広
い
年
代
層

な
ど
に
一
気
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
て
し
ま
っ
た
私
に
は
‘
毎
日
か
駕
き

の
連
続
で
し
た
。
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
自

分
の
英
語
力
不
足
が
目
立
ち
始
め
、
言
い

た
い
こ
と
の
半
分
も
言
え
な
い
自
分
が
腹

立
た
し
く
感
じ
る
場
面
が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス

で
の
生
活
は
楽
し
く
、
ク

ッ
キ
ン
グ
チ
ー

ム
に
入

っ
て
料
理
を
手
伝

っ
た
り
、
パ
ー

テ
ィ
ー
そ
の
他
の
催
し
物
な
ど
に
参
加
し

て
い
る
う
ち
に
本
当
に
あ

っ
と
い
う
間
に

一
日
が
過
ぎ
▲
・
し
ま
う
感
じ
で
し
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
ル
ー
マ
ニ
ア
の

青
年
と
の
対
話

も
ろ
く
に
話
せ
な
い
自
分
が
外
国
の
人
と

う
ま
く
や

っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
と
何
も

か
も
が
心
配
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

こ
。
f
 

マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
に
来
て
い
る
人
々

は
み
ん
な
熱
心
で
、
会
議
以
外
の
、
例
え

ば
食
事
の
時
で
も
お
互
い
の
国
の
抱
え
て

い
る
問
題
を
話
し
合

っ
た
り
相
手
の
国
に

関
す
る
質
問
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。
今

ま
で
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
し
か
知
ら
な

か
っ
た
様
々
な
社
会
問
題
が
ま
さ
に
現
実

の
こ
と
と
し
て
目
の
前
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
く
の
で
す
。

中
で
も
特
に
ル
ー
マ
ニ
ア
の
青
年
の
話

か
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は
こ
れ

ま
で
の
報
逍
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
は
自
由
化

さ
れ
た
の
だ
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
た

の
で
す
か
、
実
際
に
は
何
も
変
わ
っ
て
い

な
い
の
だ
と
彼
は
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て

「
ル
ー
マ
ニ
ア
製
の
楽
器
は
重
く
て
使
い

に
く
い
上
に
値
段
が
高
く
て
買
え
な
い

」

と
真
剣
な
表
情
で
言

っ
た
時
、
私
の
心
に

何
か
ず
し
ん
と
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

「
自
分
は
心
の
底
か
ら
本
当
に
辛
い
ん
だ
」

と
い
う
彼
の
気
持
ち
が
伝
わ

っ
て
き
た
の

で
す
。
私
は
何
と
返
事
し
た
ら
い
い
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
の

英
語
力
不
足
も
あ
り
ま
し
た
か
、
こ
の
様

な
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い

言
菓
が
見
つ
か
ら

ず
、
結
局
は
黙
り
込
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

毎
日
の
よ
う
に
開
か
れ
た
会
議
で
耳
に

し
た
話
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
こ
の

よ

う

な

お

互

い

に

率

直

に

話

う

こ

と

の
で
き
た
機
会
の
方
が
心
に
強
く
残

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
冒
頭
に
述
べ
た
「
生

の
迫
力
」
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

世
の
中
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
情
報
に

満
ち
、
昨
日

、
い
や
た
っ
た
今
起
き
た
ば

か
り
の
国
内
外
の
出
来
事
さ
え
知
る
こ
と

か
で
き
ま
す
。
た
だ

、
そ
れ
ら
は
通
常
私

た
ち
に
と
っ
て
―
つ
の
出
来
事
、
世
間
の

常
識
で
し
か
な
く
、
国
内
の
こ
と
な
ら
ま

だ
し
も
外
国
で
起
こ
う
た
こ
と
と
な
る
と

プ
ラ
ウ
ン
管
‘
ス
ピ
ー
カ
ー
、
紙
面
か
ら

伝
わ
っ
た
「
海
外
の
出
来
事
」
と
し
て
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
心
の
ど

こ
か
で
「
他
人
事
」
と
思
っ
て
し
ま
う
気

持
ち
か
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
、

マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
い
ろ
い
ろ
な
話
を

聞
い
て
、
自
分
の
目
、
耳
で
直
に
真
実
に

触
れ
る
思
い
で
し
た
。

マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
学
ん
だ
こ
と
は

非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ

か
ら
将
来
を
選
択
し
て
い
く
上
で
も
生
活

を
し
て
い
く
上
で
も
様
々
な
出
来
事
が
起

こ
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
は
‘

ど
の
様
な
場
面
に
お
い
て
も
、
他
人
、
そ

し
て
自
分
自
身
を
偽
る
こ
と
な
く
‘
正
直

で
素
逍
な
考
え
方
や
態
度
で
接
す
る
こ
と

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
二
十
日
間

で
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

正
直
で
素
直
な
態
度
で
接
す
る

大
切
さ
を
学
ん
だ
コ
ー
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私
は
こ
の
夏
‘
初
め
て
コ

I
M
R
A
世

界
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
三

日
間
と
い

う
と
て
も
短
い
期
間
で
し
た
が
、

一
日
一

日
か
楽
し
く
充
実
し
た
日
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

行
く
前
は
期
待
と
共
に
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
着
い
た
途
端
に
不
安
の
方
は
吹

塚本真由子

（今市中学校 3年）

「
固
く
て
真
面
目
な
L

マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
e.

1 青年主催会議参加レポート I 

っ
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

マ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ウ
ス
は
私
が
考
え
て
い
た
よ
う
な

「
固

く
て
真
面
目
」
な
場
所
で
は
な
か

っ
た
か

ら
で
す
。
何
か
聞
か
れ
て
答
え
ら
れ
な
か

っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
心
配
し
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
ん
な
に
緊
張
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
話
合
い
の
場
で
は
色

々
な
問
題
に
つ
い
て
み
ん
な
で
真
剣
に
考

え
、
討
論
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
由
時
間

や
食
事
の
時
間
に
は
以
前
か
ら
知
っ
て
い

る
友
人
の
よ
う
に
、
明
る
＜
楽
し
く
お
し

ゃ
べ
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ー
に
は
色
々
な
国
か
ら
沢
山
の
人
が

来
て
い
ま
し
た
。
私
は
ま
ず
そ
の
人
た
ち

と
友
だ
ち
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
言
葉
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

■テーマ：「新しいヨーロッパの形成をめざして」
■期問：1990年7月29日-8月5日
未来を担う世界の若者たちの交流、意見交換の場と

して毎年開催されているこの会議は、セミナー、グ

ループデイスカッション、スポーツ、音楽や劇の鑑

賞、料理、給仕などの多彩なプログラムで構成され

ている。今年は昨年来の東欧改革の動きを受けて、

ヨーロ ッパの将米が重点的に話し合われた。日本か

らは関西日本 ・スイス協会から派遣された 6名の中

学生が参加した。

そ
れ
で
も
身
振
り
手
振
り
で
・

か
伝
わ

っ
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
く
、
ま
た
自
信

が
つ
き
ま
し
た
。

コ
ー
に
来
て
い
る
人
た

ち
は
み
ん
な
何
か
目
的
意
識
を
持
っ
て
来

て
い
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
友
人
を
作

り
た
い
、
自
分
の
悩
み
を
話
し
た
い
、
人

か
ら
色
々
な
考
え
を
学
び
た
い

、
そ
ん
な

人
た
ち
が
沢
山
い
ま
し
た
。

今
回
は
東
欧
の
人
が
多
か
っ
た
そ
う
で

す
が
、
東
欧
と
い
え
ば
今
、
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
、
東
欧

に
関
す
る
分
科
会
で
色
々
な
立
場
の
人
か

ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
の

話
も
興
味
深
く
、
新
聞
や
本
か
ら
得
る
知

識
よ
り
も
新
鮮
で
相
手
の
心
も
伝
わ
っ
て

く
る
よ
う
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち

と
も
友
人
に
な
れ
る
の
も
、

M
R
A
な
ら

で
は
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
日
本
の
歌
を
紹
介
し
た
り
‘

夕
食
作
り
を
手
伝
っ
た
り
し
ま
し
た
。
日

本
の
歌
の
時
、
私
は
ピ
ア
ノ
で
伴
奏
を
し

ま
し
た
。
後
で
沢
山
の
人
か
ら
「
良
か
っ

た
よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
夕
食
作
り
で
は
‘

二
十
人
程
で
七
百
人
分
も
の
夕
食
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
忙
し

で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

沢
山
の
人
と
交
流
し
、
考
え
を
互
い
に

交
換
し
友
人
に
な
れ
る

M
R
A
世
界
大
会

に
参
加
で
き
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

‘‘,/
 

年

郎

3

太

校学

藤

中淀

斉

東斤奈（
 

僕
は
こ
の
コ
1

世
界
大
会
に
参
加
し
て
、

自
分
自
身
の
英
語
力
を
試
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
初
め
は
通
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。
例
え
ば

、
時
間
を
示
す
時
な

ど
は
九
時
三
十
分
を
「
ハ
ー
フ
・
パ
ス
ト

・
ナ
イ
ン
」
と
‘
学
校
で
習

っ
た
の
と
少

し
違
っ
表
現
な
の
で
理
解
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
か
‘
紙
に
潜
い
て
よ
う
や
く
通
じ
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
‘
辞
書

を
持
っ
て
き
て
相
手
の
前
で
見
せ
た
り
し

て
何
と
か
自
分
の
意
思
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
年
頃
の
人
に
意

思
が
伝
わ
る
と
‘
も
う
そ
れ
は
僕
に
と
っ

て
は
半
分
友
だ
ち
に
な

っ
た
よ
う
な
も
の

で
し
た
。
そ
れ
に
こ
こ
に
来
た
人
た
ち
は

み
ん
な
ち
ゃ
ん
と
応
答
し
て
く
れ
る
ば
か

り
か
、
質
問
ま
で
し
て
く
れ
ま
し
た
。

僕
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
の
お
気
に

入
り
の
場
所
は
ピ
ン
ポ
ン
ル
ー
ム
で
し
た
。

こ
の
部
屋
で
何
人
の
友
だ
ち
が
で
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
僕
は
卓
球
部
で
し
た
か

ら
少
し
は
自
信
が
あ
っ
た
の
で
す
か
、

友
だ
ち
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マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
は
、
沢
山
の
国

々
の
人
と
知
り
合
え
ま
す
。
普
段
初
対
面

の
外
国
人
と
話
し
た
こ
と
の
な
い
私
で
も

本
当
に
簡
単
に
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
‘

言
葉
が
通
じ
に
く
く
て
も
、
一
生
懸
命
に

聞
い
て
く
れ
る
の
で
私
も
一
生
懸
命
に
相

手
の
話
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。

顔陳 真琴

（木津中学校 2年）

話
す
と
い
う
こ
と
は
相
手

を
知
る
と
い
う
こ
と

こ
で
は
負
け
て
ば
か
り
い
ま
し
た
。
中
に

は
ド
イ
ツ
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
し
か
話
せ
な

い
人
も
い
ま
し
た
か
、
卓
球
に
関
し
て
は

言
葉
は
そ
ん
な
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
は
、
廊
下

で
会
う
と
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
習
慣
が
な
い
の
で
、

最
初
は
な
か
な
か
慣
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

最
後
の
は
う
で
は
自
分
か
ら
も
挨
拶
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
こ
ん
な
習

慣
が
日
本
に
あ
れ
ば
い
い
な
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
し
た
。

僕
は
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
で
き
た
友

だ
ち
と
、
文
通
を
始
め
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

確
か
に
ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
い
時
も
あ

り
、
い
く
ら
努
力
し
て
聞
こ
う
と
し
て
も

分
か
ら
な
い
自
分
の
英
語
力
の
不
足
が
と

て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
今
は
英

語
を
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
ま
す
。
外
国

語
を
勉
強
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
身
に
沿

み
て
分
か
っ
た
思
い
で
す
。

ま
た
、
沢
山
の
国
の
人
と
話
す
と
い
う

こ
と
は
‘
沢
山
の
国
の
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も
日
本

の
お
祭
り
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
が
、
浴

衣
や
太
鼓
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
、
話

し
て
い
て
と
て
も
楽
し
く
て
も

っ
と
詳
し

く
教
え
て
あ
げ
た
く
な
り
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

や
絵
で
説
明
し
ま
し
た
。
相
手
が
分
か
っ

て
く
れ
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
時
の
気
持
を
今
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
得
た
沢
山
の
体

験
、
そ
し
て
感
じ
た
沢
山
の
気
持
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
め

っ
た
に
味

わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
を
マ
ウ

ン
テ

ン
ハ
ウ
ス
で
し
ま
し
た
。
ま
た
今
し
か
で

き
な
い
体
験
も
沢
山
し
ま
し
た
。
英
語
が

苦
心
の
末
や

っ
と
相
手
に
伝
わ

っ
た
時
の

喜
び
は
今
し
か
分
か
ら
な
い
喜
び
だ
と
思

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
将
来
英
語
力
が
つ

い
て
か
ら
外
国
人
と
話
し
て
も
言

い
た
い

こ
と
は
今
よ
り
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る
と
思
う

の
で
、
う
れ
し
い
と
思
う
気
持
も
半
減
す

る
と
思
う
~
で
す

。

だ
か
ら
今
回
コ
ー

私
は
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
二
日
ま

で
コ

ー
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で

M
R
A

国
際
青
年
主
催
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。

前
日
ま
で
は
「
沢
山
の
友
だ
ち
が
で
き

る
か
な
、
英
語
が
ち
ゃ
ん
と
通
じ
る
か
な
」

と
不
安
で
頭
が
一
杯
で
し
た
が
、
早
く
会

議
に
参
加
し
た
い
と
い
う
気
持
も
強
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
は
全
貝
が

協
力
し
て
、
料
理
や
食
器
洗
い
な
ど
を
し

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
友
だ

ち
を
作
る
ま
た
と
な
い
機
会
だ
し
、
私
が

実
際
に
こ
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
一
緒

に
過
ご
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
自
分
の
存

在
感
や
一
人
ひ
と
り
の
重
要
・

知
る
た

寺村由美子

（西中学校 2年）

「
積
極
的
に
行
動
す
る
L

こ
と

を
学
ぶ

で
受
け
た
新
鮮
な
感
覚
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
ぜ
ひ
沢
山
の
人
に
行

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
何
年
後
か
に
必

ず
行
き
ま
す
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
な
く
な

ら
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

め
に
、
大
変
大
き
な
役
目
を
果
た
し
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
の
三
日
間
で
私
が
学
ん
だ
こ
と

は
「
積
極
的
に
行
動
す
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
生

活
す
る
上
で
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
英
語
が
苦
手
だ
か
ら
、

恥
ず
か
し
い
か
ら
と
い
っ
て
、
誰
に
も
声

を
か
け
な
け
れ
ば
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
日

本
人
ば
か
り
で
固
ま
っ
て
、
色
々
な
国
の

色
々
な
人
と
食
事
も
で
き
な
い
し
、
ボ
ー

ル
遊
び
が
し
た
く
て
も
、
一
緒
に
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
私
は

英
語
は
下
手
で
す
が
一
生
懸
命
自
分
の
意

思
を
伝
え
ま
し
た
。
た
ま
に
通
じ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
身
振
り
手
振
り
や

色
々
な
手
段
を
使

っ
て
沢
山
の
人
と
話
を

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス

で
は
男
女
や
年
齢
、
国
籍
に
よ
る
違
い
な

ど
消
え
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
、
男
の

子
や
私
よ
り
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
あ
た

る
人
、
弟
や
妹
に
あ
た
る
人
、
ア
ジ
ア
人
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
、
ア
メ
リ
カ
人
と
い
う
よ

う
に
様
々
な
人
と
友
だ
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
彼
ら
と
過
ご
し
た
三
日
間
の
思

い
出
は
、
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い

る
し
、
十
年
、
二
十
年
た

っ
て
も
決
し
て

忘
れ
は
し
な
い
大
切
な
大
切
な
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
議
な
ど
で
、
色
々
な
国
の
状

況
、
色
々
な
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
か
で
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＆
 西森義洋（田島中学校 2年）

コ
ー
で
作
つ
だ
「
夏
の
思
い

出
L

き
、
世
界
に
は
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
み
ん
な
、
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、

は
き
は
き
と
意
見
を
述
べ
る
姿
に
感
動
し
、

私
は
上
手
に
大
勢
の
前
で
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

三
日
間
の
間
に
色
々
な
こ
と
を
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
、
友
だ
ち
も
沢
山
で
き
て
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
‘
機
会

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

僕
は

コ
ー
で
今
ま
で
に
な
い
素
晴
ら
し

い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
会
議
の
テ
ー
マ
の
―
つ
は
東
欧
情
勢

で
し
た
。
僕
は
こ
の
問
題
に
は
昨
年
の
ペ

ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
を
き
っ
か
け
に
興
味
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
分
科
会
で
は
色
々
な

人
の
経
験
談
を
聞
き
ま
し
た
か
、
そ
れ
は

詳
し
い
内
容
で
、
例
え
ば
東
独
の
改
革
に

取
り
組
ん
だ
人
々
は
ど
の
よ
う
な
心
境
だ

っ
た
の
か
‘
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
政
府
の

対
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
‘
改
革
か
行
わ

れ
る
以
前

1
.
K
ょ
う
な
生
活
を
し
て
い

た
の
か
な
ど
今
ま
で
に
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
も
知
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

こ
の
他

に
も
様
々
な
分
科
会
が
あ
り
、
そ
の
中
で

も
「
二
回
嘘
を
つ
い
た
た
め
に
三
回
目
の

嘘
を
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
い
う
話
が
印
象
に
残
り
ま
し

こ
。
f
 こ
の

M
R
A
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ

と
は
、
外
国
の
人
た
ち
と
触
れ
あ
え
た
こ

と
で
す
。
僕
は
沢
山
の
友
だ
ち
を
作
り
ま

し
た
。
そ
の
ぎ
っ
か
け
は
目
が
合
っ
た
り
‘

卓
球
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
交
じ
っ
て
一

緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
で

し
た
。
ぎ
こ
ち
な
い
英
語
を
使
い
何
と
な

く
分
か
り
あ
う
会
話
に
楽
し
さ
と
面
白
さ

が
あ
り
ま
し
た
。
分
か
ら
な
け
れ
ば
動
作

を
交
え
た
り
、
単
語
を
並
べ
て
話
し
た
り

し
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
会
話
で
も
充

実
し
た
も
の
で
し
た
。
み
ん
な
は
積
極
的
に

話
し
か
け
て
く
れ
食
事
に
も
誘
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
体
験
で
一
番
感
じ

た
こ
と
は
‘
た
と
え
少
し
の
英
語
し
か
し

ゃ
べ
れ
な
く
と
も
ゲ

ー
ム
や
遊
び
を
通
し

て
心
は
通
じ
あ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
「
各
国
の
歌
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
色
々
な
国
の
人
が
歌
や
演
奏
を
し
ま

し
た
。
僕
た
ち
は
「
夏
の
思
い
出
」
と
「
夢

の
世
界
」
を
歌
い
ま
し
た
。
世
界
中
の
人

が
聞
い
て
い
る
の
で
一
生
懸
命
歌
い
ま
し

た
。
終
わ
っ
た
後
に
は
‘
皆
さ
ん
か
拍
手

を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
日
・

歌
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
を
非
常
に

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
良
か
っ
た
よ
と

声
を
か
け
て
下
さ
る
人
も
何
人
か
い
ま
し

こ
。
f
 コ
ー
で
楽
し
い
思
い
出
を
沢
山
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
体
験
を
こ

れ
か
ら
の
社
会
生
活
に
役
立
て
た
い
と
思

い
ま
す
。

M
R
A
で
色
々
な
勉
強
を
し
た

り
外
国
人
と
知
り
合
っ
た
こ
と
は
僕
の
大

切
な
財
産
で
す
。
素
晴
ら
し
い

M
R
A
世

界
大
会
に
必
ず
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

にとし私のド東議
考がかは自イドに今
えで知‘分ツイ参回
‘きら本たかツ加‘
質 ‘なやちらにしコ
問色か二の参関て 1

し々つユ体加す特 M
たなた 1 験しるに R
り問こスをて分印 A
し題と ‘話き科象国
てにを学した会深際
いつ直校て人でカ~ 青
るいにのい々しつ年
人て聞授まかたた主

篠原多佳

た真く業し実 ゜の催 （天王子中学校 3年）
ち剣こでた際東が会

゜

協
力
し
、
理
解
し
あ
あ
う
と

す
れ
ば
心
は
通
じ
る

を
見
て
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

自
分
の
精
神
的
な
面
で
の
成
長
に
つ
い

て
の
発
表
に
、
私
も
参
加
し
ま
し
た
。
自

分
の
番
が
回
っ
て
く
る
ま
で
は
、
自
分
の

言
う

こ
と
を
み
ん
な
に
理
解
し
て
も
ら
え

る
か
心
配
で
、
か
な
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
が
、
い

っ
た
ん
話
し
始
め
る
と
落
ち
着

い
て
堂
々
と
話
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

人
と
人
と
の
触
れ
合
い
も
、
大
き
な
思

い
出
と
し
て
心
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
。

三
日
目
の
昼
、
私
た
ち
は
ク
ッ
キ
ン
グ
チ

ー
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
千
枚
以
上
の
肉

に
衣
を
つ
け
た
り
‘
レ
モ
ン
や
ピ
ー
チ
の

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
か
な
り
大
変
で
し
た

が
、
自
分
た
ち
が
お
互
い
に
力
を
合
わ
せ
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● 8月 1日のスイス・ナショナルデーを祝う式典にはホル

ンも登場もした

●大きな人の輪が広がった中庭でのパレーポール

M
R
A
に
参
加
す
る

て
作
っ
た
の
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
食
事
の
時
や
自
由
時
間
に
、
外

国
の
人
た
ち
と
話
す
機
会
が
沢
山
あ
り
ま

し
た
。
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
の
庭
で
二

i

三
人
で
バ

レ
ー
ボ
ー

ル
を
し
て
い
た
ら
、

い
つ
の
間
に
か
大
き
な
輪
に
広
が
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
食
事
の
時
、
全
然

知
ら
な
い

人
に
「
メ
イ

・
ア
イ

・
ジ
ョ
イ

ン

・
ユ
ー
？
」
（
ご
一
緒
し
て
宜
し
い
で
す

か
）
と
声
を
か
け
て
、
友
だ
ち
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
‘

ど
ん
な
人
と
も
友
だ
ち
に
な
れ
る
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

正
直
に
言
っ
て
‘

前
は
見
知
ら
ぬ
外
国
の
人
々
と
友
だ
ち
に

な
れ
る
か
心
配
で
し
た
が
、
実
際
参
加
し

て
み
る
と
そ
の

心
配
は
消
え
て
い
き
ま
し

た
。
た
と
え
下
手
な
英
語
で
も
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ

ー
を
交
え
て
で
も
、
相
手
を
理
解
し
、

自
分
の
こ
と
も
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
す

れ
ば
通
じ
ま
し
た
。

私
は

M
R
A
に
参
加
し
て
、
言
葉
の
通

じ
な
い
見
知
ら
ぬ
人
と
で
も
、
お
互
い
に

協
力
し
理
解
し
あ
お
う
と
す
れ
ば
心
は
通

じ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
当
た
り
前
だ
け
れ
ど
大
切
な
こ
と

に
気
付
か
せ
て
く
れ
た

M
R
A
世
界
大
会

に
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

趾図公[f)i:::::afil}怜~a!,i:::::a夙W91汐ン

フォー•ア・チェンジ

8(D898CDG 
世界中て起こってりる変革（チェンジ）と

それを担う人たちのイニシアチブをI

MRAワールドマガジン「フォー・ア ・チェンジ」誌（央文年間11

回発行）定期購，｛んご希望の方は住所、氏名、職業、年齢を明記の

上、ご希望の定期購誠料(3ヵ月分=¥1,000 1年分=¥4,000

※共に郵送料込み）を郵便振替（口座番号：東京8-38289)、又は

現金占留にて下記の住所にお送り下されば、巾込みを代行いたし

ます。

〒113東京都文京区千駄木4-13-4

社団法人国際MRA日本協会
「フォー・ア・チェンジ」係
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世
界
屈
指
の
銅
鉱
山
を
有
す
る
プ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

(
P
N
G
)

を
構
成
す
る
島
の

―
つ
で
あ
る
。
梨
資
本
の
銅
山
開
発
公
社
に
よ
る
環
境
破
壊
の
補
償
を

求
め
る
島
民
の
抗
議
行
動
が
き
っ
か
け
で

P
N
G
政
府
に
対
す
る
反
乱
が
起
こ
り
、
過
去

二
十
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
死
者
百
人
を
こ
え
る
険
悪
な
事
態
が
続
く
憎
悪
の
島
と
化
し
た
。

鉱
山
も
強
制
的
に
閉
山
さ
れ
、
反
乱
側
は
去
る
五
月
十
七
日
に
プ
ー
ゲ
ン
ピ
ル
島
の

一

方
的
独
立
を
宣
言
し
た
。
怒
っ
た

P
N
G
政
府
は

一
切
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
（
電
カ
・
食
料

・
医
療
・
金
融
・
学
校
等
）
を
停
止
し
、
十
六
万
島
民
の
生
活
は
重
大
な
危
機
に
瀕
し
た
。

P
N
G
政
府
の
ナ
ラ
コ
ビ
法
相
は
事
態
の
重
大
さ
に
心
を
痛
め
、
解
決
の
糸
日
を
求
め

て
旧
知
の

M
R
A
の
友
人
に
精
神
的
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
支
援
を
要
請
し
た
。
大
臣
は

青
年
弁
護
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
七
十
年
代
に

M
R
A
に
出
会
い
、
ス
イ
ス
・
コ
ー
の

マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー

で
昨
年
末
に
開
か
れ
た

M
R
A
会
議
で
は
開
会
を
宣
言
し
た
。

七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で
、
政
府
側
と
反
乱
側
と
の
交
渉
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

バブアニューギニア

ブーゲンビル島問題解決に

MRAが支援

ーナラコビ法相の要請に応える一

ニュープここg
ヽプーゲンピル8

オーストラリ 7

M
R
A
ロ
ー
ル
侶

ユ
ー
丞

ン
ド
政
府
の
派
遣
し
た
海
軍

~
船
エ
ン
デ
バ
ー
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
翌

々
H
の

一
回
目
の
交
渉
に
先
立
っ
て

二
十
七
日
の
夕
方
に
開
か
れ
た
会
合
で
、

M

R
A
を
代
表
し
て
出
席
し
た
三
名
か
ら
、
過
去
二
十
三
年
間
に
わ
た
っ
て

M
R
A
が
P
N

G
で
築
い
て
き
た
信
頼
作
り
や
和
解
の
た
め
の
努
力
が
、

M
R
A
映
画
「
フ
リ
ー
ダ
ム
（
自

由
）
」
や
戦
後
の
独
仏
和
解
の
架
け
橋
と
な
っ
た
イ
レ
ー
ヌ
・
ロ
ー
夫
人
の
生
涯
を
描
い
た

ビ
デ
オ
「
明
日
を
愛
す
る
が
ゆ
え
に
」
な
ど
を
使
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。
三
人
は
双
方
が
相

手
側
の
立
場
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
に
政
府

側
代
表
の

一
人
で
あ
る
ソ
マ
レ
外
相
が
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
の
祈
り
を
捧
げ
会
合
は
終
わ
っ
た
。

初

H
の
交
渉
会
場
に
現
わ
れ
た
プ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
側
代
表
二
十
入
の
表
情
は
固
く
、
そ
の

瞳
に
は
恐
れ
と
憎
悪
が
宿
っ
て
い
た
。
何
人
か
は
握
手
さ
え
拒
み
、
船
内
で
出
さ
れ
た
食

事
に
手
を
付
け
な
か
っ
た
。
そ
の
氷
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
変
え
た
の
は
エ
ン
デ
バ
ー
に
配

属
さ
れ
て
い
る
牧
師
に
よ
る
事
態
の
平
和
裡
な
解
決
を
顧
う
祈
り
で
あ
っ
た
。

合
意
達
成
寸
前
に
な
っ
て
プ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
革
命
軍

(
B
R
A
)
代
表
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
シ

ン
グ
コ
氏
が
、
先
ず
独
立
を
認
め
よ
と
主
張
し
て
署
名
を
拒
否
し
た
り
、
交
渉
中
、
何
度

か
危
機
的
な
局
面
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
、
ナ
ラ
コ
ビ
法
相
は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
求
め
て
神
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

「
政
府
は
合
意
達
成
の
打
無
に
拘
ら
ず
医
薬
品
の
支
給
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
開
始
す
る
」
と

の
ソ
マ
レ
外
相
の
発
言
は
交
渉
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

プ
ー
ゲ
ン
ピ
ル
側
も

一
枚
岩
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
何
名
か
が
再
ぴ
分
離
独
立
に
固

執
し
た
た
め
交
渉
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。
シ
ン
グ
コ
氏
が
黒
い
肌
こ
そ
団
結
の
証
し
で

さ
と

あ
る
と
話
し
た
時
、
ナ
ラ
コ
ビ
法
相
は
深
い
思
い
や
り
を
以
っ
て
彼
に
こ
う
論
し
た
。

「
わ
が
友
ジ
ェ
ー
ム
ス
よ
。
君
の
視
野
は
狭
す
ぎ
な
い
か
。
国
家
を
―
つ
の
肌
の
色
に
基

づ
い
て
作
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
そ
れ
が
目
的
な
ら
ば
小
さ
す
ぎ
る
。
プ
ー
ゲ
ン

ビ
ル
島
の
赤
や
白
い
肌
の
島
民
は
ど
う
な
る
。
も
し
黒
い
肌
が
君
の
言
う
と
こ
ろ
の
団
結

の
証
し
な
ら
ば
、
君
は
島
全
体
に
分
裂
を
招
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
。

電
気
の
よ
う
な
ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
空
気
が
流
れ
、
シ
ン
グ
コ
氏
は
沈
黙
し
た
。
ソ
マ
レ

外
相
は
休
憩
を
宣
言
し
た
。
休
憩
中
、
ナ
ラ
コ
ビ
法
相
は
静
か
な
時
間
を
持
ち
神
の
声
に

耳
を
傾
け
、
確
か
な
考
え
を
得
た
。
そ
し
て
最
後
の
交
渉
が
始
ま
っ
た
。

独
立
に
固
執
す
る
人
た
ち
の
政
府
に
対
す
る
不
信
と
疑
惑
は
根
強
か
っ
た
が
、
ナ
ラ
コ

ピ
法
相
ら
か
ら
六
ー
七
週
間
の
後
、
改
め
て
島
の
将
来
に
関
す
る
話
合
い
を
行
う
こ
と
な

ど
を
条
件
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
再
開
す
る
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
た
。
プ
ー
ゲ
ン
ピ
ル
側
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一
九
七
七
年
か
ら
十
六
回
に
わ
た
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
市
で
開
催
さ

れ
て
き
た

M
R
A
青
年
ス
タ
デ
ィ
ー
・
コ
ー
ス
は
、
米
年
か
ら
当
面
イ
ン
ド
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
で
交
互
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
ー
ス
に
は
日
本

か
ら
も
こ
れ
ま
で
三
十
名
余
が
参
加
し
て
き
た
が
、
イ
ン
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
・
コ
ー
ス
に

も
、
日
本
か
ら
の
参
加
が
望
ま
れ
て
い
る
。

来
春
の
コ
ー
ス
の
概
要
は
次
の
通
り
。

一
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

インド

MRA青年スタティーコース、

来年はインドで開催

は
直
ち
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
一
方
的
独
立
宣
言

(
U
D
I
)
も
当
面
延
期
さ
れ
た
。
ど
ち

ら
の
側
に
と
っ
て
も
勝
利
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
光
景
は
忘
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
拍
手
が
抱
擁
が
、
そ
し
て
感
謝
の
ス

ピ
ー
チ
が
な
さ
れ
た
。

「
遂
に
我
々
は
平
和
を
得
た
」
。

B
R
A
指
導
者
の
叔
母
は
こ
う
言
っ
て
涙
を
流
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
海
軍
の
ハ
ン
タ
ー
提
督
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
必
要
が

あ
れ
ば
再
び
艦
船
を
派
遣
す
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
、
「
戦
争
を

行
う
の
で
な
く
平
和
を
守
る
こ
と
こ
そ
海
軍
の
真
の
使
命
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

一
連
の
交
渉
に

M
R
A
が
参
加
し
た
こ
と
は
「
タ
イ
ム
」
誌
や

P
N
G
各
紙
、
そ
し
て

ラ
ジ
オ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

B
B
C
放
送
で
も
伝
え
ら
れ
た
。

M
R
A
セ
ン
タ
ー
・
ア
ジ
ア
プ
ラ
ト
ー
（
パ
ン

チ
ガ
ー
ニ
）
に
お
け
る
研
修

グ
ジ
ュ
ラ
ー
ト
州
訪
問
（
視
察
・
実
地
研
修
・

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
）

ア
ジ
ア
プ
ラ
ト
ー
に
お
け
る
研
修

ベ
ン
ガ
ル
州
ジ
ャ
ム
シ
ェ
ド
プ
ー
ル
市
訪
問

（
視
察
・
実
地
研
修
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
）

二
月
十
三
H
I
二
月
十
六
日
ア
ジ
ア
プ
ラ
ト
ー
に
お
け
る
研
修

（
コ
ー
ス
終
了
後
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
イ
ン
ド
に
お
け
る
延
長
コ
ー
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
も
可
能
）

二
、
内
容
講
義
（
時
事
問
題
、
各
国
の
歴
史
や
文
化
、
環
境
問
題
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
信
仰

や
道
徳
）
や
討
論
の
他
に
、
農
業
、
牧
畜
、
植
林
の
実
習
、
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
、

産
業
人
会
議
の
準
備
、
運
営
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
歌
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
国
籍
や
人
種

の
異
な
る
青
年
と
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
行
う
。

訪
問
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
イ
ン
ド
の
八
割
を
占
め
る
農
村
や
ア
シ
ュ
ラ
ム
（
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
寺
院
）
、
先
住
民
（
ア
デ
ィ
バ
シ
族
）
、
工
業
地
帯
な
ど
が
含
ま
れ
、
イ
ン
ド
の
抱
え

る
様
々
な
問
題
や
イ
ン
ド
社
会
の
各
層
の
人
々
と
直
接
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
参
加
者

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
各
国
の
青
年
数
十
名
。
特
定
テ
ー
マ
に
関
す
る

英
文
レ
ポ
ー
ト
提
出
等
の
た
め
、
或
る
程
度
高
い
英
語
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。

四
、
講
師
陣

ダ
リ
ウ
ス
・
フ
ォ
ル
プ
ス
（
実
業
家
・
イ
ン
ド
）

ル
ー
シ
・
ラ
ラ
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
イ
ン
ド
）

ス
タ
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

M
R
A
会
長
）

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

ス
レ
ッ
シ
ュ
・
カ
ト
リ
夫
妻
（
フ
ィ
ジ
ー
）

ビ
ジ
ェ
ラ
キ
シ
ミ
・
ス
プ
ラ
マ
ニ
ア
ン
（
イ
ン
ド
）

五
、
参
加
費

約
八
万
円

（
お
問
合
せ
は
事
務
局
ま
ズ

一
月
二
十
九

H
I
二
月
五
日

一月
六
日

1
二
月
十
二
H

一
月
四

H
I
一
月
二
十
三
日

い
し
ま
す
）

一
月
二
十
四

H
I
一
月
二
十
八
日
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去
る
七
月
二
十
一
日
よ
り
三
十
日
に
か

け
台
湾
の
台
北
、
高
雄
の
両
市
に
お
い
て
、

M
R
A
国
際
青
年
キ
ャ
ン
プ
が

(I
Y
C
)

が
「
希
望
に
満
ち
た
未
来
を
創
る
た
め
の
若

者
の
役
割
」
の
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
。
ド

イ
ツ
、
ア
メ

リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ
ア
‘

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
か
ら
の
代
表
に
加
え
、

日
本
か
ら
も
大
学
生
二
名
を
含
む
五
名
か

参
加
し
た
。
更
に
、
地
元
の
台
湾
は
も
と

よ
り
、
香
港
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
留
学
中
の
大
陸
か
ら
の
留
学
生
も
一
名

参
加
し
、
社
会
人
も
含
む
総
勢
三
十
四
名

各
国
の
青
年
が
直
面
す
る
問
題
を

話
し
合
い
理
解
を
深
め
る

1台湾MRA国際青年キャンプ(IYC)I 

たやし 抱今が題れはとらい仕 の
，踊んま負 後 解に自始などたすイ青

喜 i~tこ、 i~ 喜只門巴 r~ 信ご；〗 「希望に満ちた未来を
のどはスを取たて青た話こオザの十
タを勿ポ交りめ語年 ゜しとを l恵日
ベ趣論 l換組にりたま合を見 ・ ま間
← 向 ‘ツしんや ‘ちたう学たテれを
がを参やたでつそが‘こべ後レな共
'{尉加 ゲ゜ い ての直参とる‘サいに

台ら者 l きい中面加かかその人過
北しかム たるでし者らとの生々ご
‘て自を いこ自てがキい生きのし
高紹国共 とと分いそャつき方為た
雄介のに いやたるれンた方をに ゜
のし歌楽 う‘ち問ぞプこか描奉

テーマ

創るための若者の役割・

●会場：台北、高雄

●期間： 1980年7月21-30日

10ヶ国から集まった若者たちがアジアの

将来や枇界の問題を率直に話 し合い、心

に友情の橋が架けられた

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
同
様
の
キ
ャ
ン
プ

を
開
い
て
欲
し
い
と
の
要
請

両
市
で
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
開
・

れ
た
。

加
え
て
、
台
湾
の
学
生
運
動
の
指
酋
叶
者
た

ち
と
の
意
見
交
換
、
高
雄
市
長
へ
の
表
敬

訪
問
や
高
雄
港
見
学
、
そ
し
て
仏
教
寺
院

を
初
め
と
し
た
名
所
旧
跡
へ
の
訪
問
、

更
に
は
屋
台
で
の
食
事
体
験
な
ど
の
幅
広

い
体
験
を
通
し
、
現
在
の
台
湾
の
社
会
状

況
を
学
ぶ
機
会
を
得
る
こ
と
か
で
き
た
。

ド
イ
ツ
か
ら
参
加
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

青
年
は
、
「
半
年
間
一
緒
に
働
い
て
き
た
会

社
の
同
僚
よ
り
、
こ
の
十
日
間

一
緒
に
過

ご
し
た
こ
の
キ
ャ
ン
プ
の
仲
間
に
よ
り
親

近
感
を
覚
え
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
若
い
人

た
ち
が
お
互
い
に
も
っ
と
心
を
開
い
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
よ
う
に
‘

自
分
の
ア
パ
ー
ト
を
そ
の
場
の
一
っ
に
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
香
港
か
ら
の
参
加
者
は
‘

「
自
分

は
香
港
と
中
国
の
問
題
の
み
を
考
え
が
ち

で
、
世
界
の
人
口
の
四
分
の
―
―
一
は
中
国
人

で
は
な
い
と
い
う
事
実
を
つ
い
忘
れ
て
し

ま
う
。
香
港
は
西
欧
と
中
国
の
架
け
橋
の

役
割
を
果
た
せ
る
は
ず
で
、
自
分
の
英
語

の
能
力
を
そ
の
為
に
役
立
て
た
い

」
と
述

べ
た
。

続
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
来
た
中

国
大
陸
か
ら
の
留
学
生
は
‘
「
中
国
に
は
誇

る
べ
き
過
去
の
遺
産
が
多
い
か
、
現
在
誇

れ
る
も
の
が
少
な
い

。
し
か
し
、
こ
こ
に
‘

社
会
、
そ
し
て
世
界
の
こ
と
を
考
え
行
動

し
て
い
る
中
国
人
の
活
者
た
ち
が
集
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
青
年
団
体
の

指
導
者
は
‘
親
の
過
保
護
の
目
立
つ
シ
ン

ガ
ポ
ー

ル
の
青
年
た
ち
は
‘
訳
の
分
か
ら

な
い
忙
し
さ
の
中
で
方
向
を
失
っ
て
い
る

と
述
べ
、

M
R
A
の
精
神
を
紹
介
す
る
た

め
、
同
様
の
キ
ャ
ン
プ
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
も
開
催
し
て
欲
し
い
と
要
請
し
た
。

十
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た

か
、
国
境
を
超
え
て
、
参
加
者
相
互
の
間

に
し
っ
か
り
と
友
情
の
橋
が
架
け
ら
れ
る

キ
ャ
ン
プ
と
な
っ
た
。

●高雄では仏教寺院を訪れ、意見交換を図った
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海
外
で
生
活
す
る
こ
と
か
、
最
近
の
若

者
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ

ン
の

一
っ
と
化
し
て
い

ま
す
。
私
も
ご
多
分
に
も
れ
ず
そ
れ
に
右

へ
な
ら
え
で
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
体
験
し

て
き
ま
し
た
が
、
仏
領
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ

ア
で
現
地
の
友
人
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る

植
民
地
支
配
下
の
苦
し
み
を
聞
く
機
会
が

あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
私
の
流
行
を
追
う
だ

け
の
生
き
方
と
い
う
も
の
を
深
く
反
省
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
何
の
苦
労
も
な
く
生
き

て
き
た
私
は
‘

「
平
和
」
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
余
り
に
も
無
頓
着
で
あ

っ
た
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
友
人

か
ら

M
R
A
を
紹
介
し
て
も
ら

っ
た
の
で

す
か
、
公
私
共
に
忙
し
い
と
い
う
理
由
で

遠
ざ
か

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
時
か
過

ぎ
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
な
ど

一
体
あ
る

静
か
な
朝
の
一時
を
持
つ
こ
と
か
ら

キ
ャ
ン
プ
は
始
ま
っ
た

I 
心を開くことの大切さを

学んだユースキャンブ

山波税務会計事務所

山波里子

の
だ
ろ
う
か
と
途
方
に
暮
れ
、
家
業
と
家

事
の
繰
り
返
し
で
毎
日
が
過
ぎ
て
い
く
こ

と
か
虚
し
く
思
え
て
い
た
時
、
台
湾
で

M

R

A
の
国
際
ユ

ー
ス
キ
ャ
ン
プ
が
あ
る
の

で
参
加
し
な
い
か
と
い
う
お
誘
い
が
あ
り
‘

も
う

一
度
何
か
を
見
い
出
し
た
い
と
い

う

前
向
き
な
姿
勢
で
参
加
を
決
心
い

た
し
ま

し
た
。
M
R
A
が
単
な
る
国
際
交
流

の
団
体
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
は
分
か

っ
て
い
ま
し

た
が
、

具
体
的
に
他
の
団
体
と
ど
う
違
う

の
か
と
い
う
こ
と
を
も

っ
と
深
く
知
り
た

い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
し
、
何
と

か
今
回
の

台
湾
で
の
滞
在
を
充
実
し
た
も

の
に
し
、
か
つ
皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
張
り
切

っ
て
は
み
た
も
の
の
、
今
ま
で

余
り
本
を
読
む
習
慣
か
な
か

っ
た
私
に
と

っ
て
、
出
発
前
に
多
く
の
資
料
を
読
ん
で

他
の
国
の
こ
と
を
勉
強
す
る
こ
と
は
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、

自

分
の
知
識
＾

・
疋
ゃ
英
語
力
に
不
安
も
あ

ー・
‘
t
・

占

り
ま
し
た
か
‘
一
緒
に
参
加
し
た
方
々
の

励
ま
し
も
あ

っ
て
、
台
湾
へ
着
い
た
時
に

ふ
く

は
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
そ
の
時
空
港
で
私
た
ち
を
出
迎

え
て
く
れ
た
人
は
、
何
と
私
が
数
年
前
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
英
語
を

一
緒
に
勉
強

し
た
中
国
人
の
友
人
で
し
た
。「
こ
こ
で

一

体
あ
な
た
何
を
し
て
い
る
の
，

What
a
 

small 
w
o
r
l
d
 

• 
ヽ
」
で
私
の
台
湾
ユ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
の

一
日
は
先
ず
朝
、
静
か
な

一
時
を
持
ち
自
分
の
在
り
方
を
見
つ
め
直

し
た
り
、
今
日

一
日
の
過
ご
し
方
を
考
え

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
そ
の
よ
う
に
静
か
な
時
間
を
持
つ
と
い

う
習
慣
の
な
か

っ
た
私
に
と

っ
て
と
て
も

大
き
な
収
穫
で
し
た
。

或
る
日
、

韓
国
か
ら
の
参
加
者
と
朝
食

を
共
に
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本

か
過
去
に
彼
ら
の
国
と
人
々
に
行

っ
た
行

そ
む

為
に
目
を
背
け
る
こ
と
が
で
ぎ
ず
、
自
然

な
態
度
で
彼
ら
に
接
す
る
こ
と
に
戸
惑
い

を
覚
え
て
い
る
自
分
に
気
か
付
ぎ
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
の
心
境
を
察
し
て
く
れ
た
の
で

し
ょ
う
、
彼
ら
の
一
人
が
、
自
分
は
か
つ

て
日
本
人
に
憎
し
み
を
抱
い
て
い
た
が
今

は
そ
れ
を
克
服
し
、
こ
れ
か
ら
よ
り
良
い

関
係
を
築
く
た
め
に
努
力
し
て
い
る
と
会

話
の
口
火
を
切

っ
て
く
れ
ま

．）。

ハ
ン

私
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る

グ
ル
世
代
と
し
て
日
本
が
占
領
時
代
に
行

っ
た
数
々
の
残
虐
行
為
を
徹
底
的
に
頭
に

叩
ぎ
こ
ま
れ
て
い
る
筈
な
の
に
と
、
そ
の

配
慮
に
胸
の
詰
ま
る
思
い
で
し
た
。

こ
れ

か
ら
は
「
加
害
者
と
被
害
者
」
と
い
う
図

と
ら

式
に
だ
け
捉
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
の

よ
う
な
不
幸
な
出
来
事
が
再
び
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
お
互
い
に
努
力
し
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
そ
の
た
め
に
は
お
互
い
の
国

を
知
り
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
日
本
に
帰

っ
て

か
ら
韓
国
語
の
勉
強
を
始
め
る
こ
と
を
決

心
し
ま
し
た
。

或
る
台
湾
の
女
性
は
、
そ
れ
ま
で
持

っ

て
い
た
日
本
人
に
対
す
る
恐
れ
や
憎
し
み

を
こ
の
キ

ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
日
本
の
若

者
た
ち
と
知
り
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
克
服

で
き
た
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
戦
争
を
直

接
は
知
ら
な
い
若
い
女
性
の
心
の
中
に
さ

え
未
だ
に
苦
い
歴
史
の
古
傷
か
残

っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
私

の
よ
う
な
ち

っ
ぽ
け
な
人
間
で
も
本
当
に

心
を
開
い
て
接
す
れ
ば
、
人
の
心
の
中

の

、
や

し
こ
り
を
少
し
ず
つ
で
も
癒
し
て
い
け
る

の
だ
と
い
う
自
信
か
湧
い
て
き
た
よ
う
な

気
か
し
ま
す
。

こ
の
ユ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
で
の
体
験
は
‘

正
に
、
私
の
人
生
に
お
け
る

―
つ
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
に
な

っ
た
と
言
う
こ
と

が
で
ぎ
ま
す
。
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今
回
特
に
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
自

国
を
ア
ジ
ア
の
中
心
的
存
在
に
し
て
い
こ

う
と
い
う
台
湾
の
人
々
の
意
識
が
全
て
の

討
論
の
中
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

二
年
前
に
韓
国
を
訪
れ
た
時
に
も
同
じ
様

な
意
識
を
韓
国
人
の
中
に
感
じ
た
。

こ
の

中
心
化
思
考
と
も
言
う
べ
き
考
え
方
は
‘

特
に
三
十
代
か
ら
四
十
代
の
社
会
の
中
堅

層
に
強
い

。
第
二
時
世
界
大
戦
終
結
か
らそく

四
十
五
年
が
過
ぎ
、
よ
う
や
く
様
々
な
束

釦
か
ら
解
放
さ
れ
始
め
歪
a
即
を
と
け
つ
つ

あ
る
ア
ジ
ア
の
中
心
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
的

役
割
を
担
い
、
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
す

る
態
度
が
社
会
の
中
核
層
に
色
濃
く
出
て

い
る
の
は
興
味
深
い
こ
と
だ
。

し
か
し
、
実
業
家
に
と
っ
て
は
、
世
界

的
な
融
和
の
進
展
に
伴
っ
て
生
じ
た
市
場

獲
得
競
争
の
激
化
に
対
応
す
べ
く
、
組
織

社
会
の
中
堅
層
に
感
じ
た

中
心
化
思
考

r 
台湾MRA国際冑年キャ

ンプに参加して

慶応義塾大学法学部

藤田 寛

化
・
製
品
単
価
ア

ッ
プ
の
た
め
の
デ
ザ
イ

ン

・
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
技
術
の
普
及
、
完

成
度
向
上
な
ど
が
望
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
‘

国
内
産
業
も
変
貌
、
淘
汰
の
時
期
を
迎
え
、

ま
た
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
投
資
か
減
少

す
る
傾
向
に
あ
る
な
ど
安
閑
と
し
て
は
い

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
賃
金
上
昇

率
が
労
働
生
産
性
の
上
昇
率
を
約
ニ
パ

ー
セ
ン
ト
上
回
り
、
労
働
力
が
安
い
と
は

言
え
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
同
時

に
、
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
の
犯
濫
と
も
い
う

べ
き
社
会
状
況
に
労
働
者
の
勤
労
意
欲
が

衰
え
る
と
い

っ
た
新
た
な
課
題
も
生
じ
て

い
る
。
そ
の
た
め
中
国
本
土
と
の
関
係
改

善
を
図
り
な
が
ら
民
主
化
の
意
義
を
伝
え

る
と
同
時
に
、
中
小
企
業
の
利
点
を
活
用

し
な
が
ら
、
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
本
土
へ

の
投
資
を
図
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
を
初
め

と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の

中
で
の
課
題
の
克
服
を
模
索
し
て
い
る
よ

う
だ
。 ． 

し
か
し
、
公
害
規
制
の
印
・

国
本

へ
の
公
害
輸
出
の
問
題
な
ど
、
討
論
と
現

実
の
間
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
見
ら
れ

た
の
も
事
実
で
、
全
体
的
に
足
並
み
が
揃

っ
て
い
な
い
印
象
を
受
け
た
。

し
か
し
、
産
業
に
対
す
る
期
待
は
大
き

v
‘
台
湾
に
対
す
る
日
本
の
影
惣
力
も
ま

た
、
計
り
知
れ
な
い
程
大
き
い
と
感
じ
ら

れ
た
。

街
で
目
に
つ
い
た
の
が
、
小
銃
を
抱
え

た
兵
士
の
多
さ
で
あ
る
。
特
に
台
北
に
関

し
て
は
、
東
京
な
み
の
カ
ラ
フ
ル
で
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ス
ト
リ
ー
ト
に
も
、
小

銃
を
抱
え
た
兵
士
を
見
か
け
た
。
若
い
日

本
人
に
と
っ
て
は
、
不
自
然
な
光
景
に
思

え
た
が
、
台
湾
は
八
七
年
七
月
に
戒
厳
令

が
解
除
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
で
あ
る
し
、

軍
隊
に
対
す
る
人
々
の
意
識
も
「
中
国
本

土
の
攻
撃
か
ら
台
湾
を
守
る
た
め
」
と
い

う
こ
と
に
あ
り
、
必
ず
し
も
否
定
的
な
も

の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
歴
史
的
に
見
て
も

オ
ラ
ン
ダ
や
日
本
に
よ
る
支
配
を
受
け
て

き
た
国
民
の
心
情
と
し
て
は
、
外
部
勢
力

に
対
す
る
不
信
感
を
ど
う
し
て
も
拭
い
去

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
。
台
湾
の

人
々
が
我
々
外
国
人
に
接
す
る
時
に
、
深

い
不
安
と
動
揺
を
心
の
奥
に
秘
め
て
い
る

よ
う
に
映
る
こ
と
が
あ
る
。

い
ま未
だ
に
根
強
く
残
る
日
本
人
へ
の

不
信
感

地にデ抗なウで皮は半普もるち
化なン日搾 lあ肉‘の通頭光て日
のつテ運取口るに返女のに景き本
功たイ動をン砂もす性状浮がた兵
罪こテを受茶糖日言に態か‘とか
にとィ通けなき本葉面でん現こ赤
つな 1 しなどびのにといで代ろん
いどがてがの‘占困向らしのを坊
ての意台ら生シ領つかれま日銃を
論日識湾も産ョ時たつない本剣高
じ本化人向カウにもてい‘人でく

放
るにさ自上がノ台の言とど男串

り
こよれ身し‘ウ湾だわ二う性刺
とるるの‘経‘特つれ十しのし

投

は植よアま済米産たた代て前に、
げ

‘民うイた的‘物 ゜時後もです落
●各国の育年たちは率直に意見を交換した。発表する香港と中国からの参加者
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一
方
、
台
湾
の
学
生
達
を
見
て
も
、
国

の
政
治
よ
り
も
ア
ル
バ
イ
ト
に
精
を
出
し
、

旅
行
に
キ
ャ
ン
プ
に
カ
ラ
オ
ケ
に
と
楽
し
ん

で
い
る
よ
う
で
、
生
活
意
識
で
は
私
自
身

と
表
面
的
に
は
違
和
感
は
な
く
、
日
本
、

台
湾
と
も
に
政
治
に
対
す
る

一
部
の
学
生

の
関
心
が
薄
れ
て
い
る
と
い

っ
た
傾
向
が

あ
る
の
を
感
じ
た
。
し
か
し
他
国
の
視
点

か
ら
日
本
政
府
の
新
た
な
醜
態
を
知
ら
さ

れ
る
の
は
、
実
際
に
こ
の
よ
う
な
国
際
会

議
に
参
加
し
苦
い
思
い
を
重
ね
な
け
れ
ば

で
き
な
い
体
験
で
あ
ろ
う
し
、
自
分
が
歴

史
の
延
長
線
上
に
立

っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
る
の
も
こ
ん
な
時
く
ら
い
の
も
の
だ
ろ

歴
史
の
も
た
ら
し
た
緊
張
感
、

不
信
感
を
和
ら
げ
る
役
割

動
揺
す
る
台
湾
人
の
複
雑
な
気
持
ち
の
前

で
は
、
ち
ょ
っ
と
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
太
平
洋
戦
争
中
に
日
本
の
兵
士

と
し
て
強
制
的
に
戦
場
へ
駆
り
立
て
ら
れ
、

不
運
に
も
半
身
不
随
と
な
っ
て
帰
っ
て
き

た
台
湾
人
に
、
日
本
政
府
は
充
分
な
賠
償
や

治
療
を
行
っ
て
い
な
い
と
非
難
さ
れ
る
と
‘

政
府
が
ひ
ど
く
遠
い
存
在
に
感
じ
ら
れ
、

自
分
の
意
識
を
積
極
的
に
日
本
の
政
治
に

反
映
し
て
ゆ
く
な
ど
全
く
不
可
能
だ
と
の

思
い
が
券
り
、
こ
の
こ
と
を
認
め
ざ
る
を

え
な
い
自
分
、
認
め
て
し
ま

っ
て
い
る
自

分
を
ひ
ど
く
情
け
な
く
、
ま
た
恥
し
く
思

う
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
日
本
を
懐
か
し
み
、
占
領
時
代

に
教
え
ら
れ
た
日
本
語
で
話
し
か
け
て
く

る
台
湾
人
も
多
か
っ
た
。
私
は
学
生
と
し

て
の
、
そ
し
て
戦
争
を
全
く
知
ら
な
い
世

代
と
し
て
の
役
割
は
、
歴
史
の
も
た
ら
し

た
緊
張
感
、
不
信
感
を
和
ら
げ
る
こ
と
で

は
な
い
か
と
考
え
た
。

こ
れ
は
台
湾
に
対

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
韓
国
、
中
国
、
香

港
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
に
も
行
う
べ
き
こ

と
だ
と
思
う
。

会
議
期
間
中
は
気
さ
く
に
誠
意
を
持

っ

て
行
動
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
で
も
な
け
れ
ば
実
業
家
で
も
な
い

学
生
の
私
に
は
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
こ

と
で
は
は
と
ん
ど
寄
与
で
き
な
い

。
し
か

し、

M
R
A
会
議
の
良
さ
は
、
私
の
よ
う

な
学
生
に
も
示
す
こ
と
の
で
き
る
誠
意
や

友
情
、
そ
し
て
親
睦
を
深
め
る
と
い

っ
た

些
細
な
こ
と
も
、

宝
の
よ
う
に
大
切
に
育

て
よ
う
と
す
る
雰
囲
気
で
あ
り
、
学
生
は

学
生
な
り
に
無
益
な
気
遣
い
を
せ
ず
存
分

に
、
自
分
を
い
か
し
て
ゆ
け
る
と
こ
ろ
に

あ
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
自
他
と
も
に
協

力
を
惜
し
ま
な
い
雰
囲
気
は
キ
ャ
ン
プ
を

一
体
化
し
、
参
加
者
の
意
識
の
結
束
を
高

め
て
い
た
と
思
う
。

今
回
知
り
合

っ
た
人
々
と
の
交
流
を
今

後
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
、

二
十
一
世
紀
に

生
き
る
若
者
と
し
て
の
役
割
を
共
に
模
索

し
て
い
巻
F

o

っ。

r
 

The.Japan Tiines 

新しり出版物のこ案内，
 日本の進路を決めた

。国境を越えだ平和のかけ橋。 I 

10年
元・MRA日本駐在代表

バーゼル・エントウィッセル著
藤田幸久訳

ジャパンタイムズ判 定価1800円

本，1::は、生活に追われ、希咆を失っていた日本人の中に、真の

民ヒ主義に「Iiとめ、国際社会に復帰しようというな欲をかき立
てようとした,-年間の苫者の体験をつづったものである。イiカ

な政治家、実業家を阿想しながら苫者は、当時の II本人の平和

に対する真しな努）Jを伝えている。行者の眼は経済大国として

新たな国際的孤立に直面している現在の日本に対する腎告のな

味を含んでいる。特に韓同やフィリピンヘの謝罪を；柘在に表明

した‘廿時のMRAの H本人関係者の態度は、地近の日韓l関係の推

移の出発点として注nされる。(90年6月3R朝日新叫誠占欄S
評より抜枠）

0全国の書店でお求め下さい。

MRAでもお取り寄せいたします。
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私
は
七
月
に
台
湾
で
開
催
き
れ
た

M

R

A
国
際
青
年
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で

M
R
A
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
ず
、

こ
の
キ
ャ
ン
プ
も
初
め
は
半
分
遊
び
気
分

で
参
加
し
た
の
で
す
か
、
私
の
こ
れ
ま
で

の
生
き
方
を
変
え
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い

大
変
貨
重
な
経
験
を
す

る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
会
場
が
台
湾
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
り
‘
参
加
者
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
若

者
た
ち
が
殆
ど
で
し
た
。
そ
し
て
過
去
の

日
本
の
行
為
に
対
す
る
わ
だ
か
ま
り
か
未

だ
に
彼
ら
の

心
の
中
に
残
っ
て
い

る
こ
と

を
知
り
ま
し
た

か
、
韓
国
の
参
加
者
の
方

々
は
、
私
た
ち
日
本
人
に
と
て
も
好
意
的

で
、
態
度
も
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
中
学
生
や
高
校
生
も

い

て
、
私
自
身
も
含
め
て
英
語
で
の
意
思
の

私
の
生
き
方
を
変
え
た
M
R
A

国
際
青
年
キ
ャ
ン
プ

111111111111111一
『日本人は嫌いだI』

閉じていた心が開いた一

日本大学経済学部

飯島亜由子

H
本
だ
け
が
戦
争
を
過
去
の

も
の
と
し
て
忘
れ
て
い
る

疎
通
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
場
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
喜
怒
哀
楽
の
感
情
は

万
国
共
通
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
も
交
え
楽
し

く
交
流
で
ぎ
ま
し
た。

ま
た

、
韓
国
で
は
、
今
で
も
日
本
人
に

対
し
て
良
い
感
情
を
持
っ
て
い
な
い
人
々

か
多
い
こ
と
や
‘
受
験
勉
強
な
ど
か
日
本

よ
り
大
変
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
韓
国
の
内

情
を
直
に
聞
か
せ
て
も
ら
え
‘
隣
国
に
対

す
る
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

台
湾
の
方

々
も
と
て
も
や
さ
し
く
面
倒

見
の
い
い

人
た
ち
が
多
く
、
M
R
A
関
係

者
以
外

の
台
湾

人
も
私
が
日
本

人
だ
と

分
か
る
と
片
言
の
日
本
語
で
も
喜
ん
で
話

し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
、
私

に
と
っ
て
最
も
衝
撃
的
だ
っ

た
こ
と
は

‘
或
る
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

席
で
、
台
湾
の

女
性
か
ら
「
日
本
人
は
嫌

．
 い
だ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
●

。
先
の

さ
つ

n
v

戦
争
で
の
日
本
軍
に
よ
る
無
差
別
殺
数
‘

さ
ら
に
今
日
台
湾
に
来
る
日
本
人
男
性
の

目
的
の
不
純
さ
、
無
秩
序
な
商
売
の
仕
方

な
ど
、
戦
時
中
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の

日
本
人
の
行
い
か
彼
女
を
日
本
人
嫌
い
に

し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
彼
女
の
話
に

私
は
大
変
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
が
、

全
く
弁
解
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
彼
女
だ
け
か
日
本
人
に
対
し
て
悪
い

感
情
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
と

も
思
い
ま
し
た
。
未
だ
に
南
京
大
虐
殺
の

時
の
光
景
を
夢
で
見
て
う
な
さ
れ
る
方
も

い
る
と
も
聞
き
ま
し
た
。
日
本
だ
け
が
戦

争
を
過
去
の
こ
と
と
し
て
忘
れ
て
し
ま

っ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
恥
ず
か
し

い
こ
と
で
す
が
、
昔
そ
の
よ
う
な
こ
と
か

あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
知
っ
て
い
て
も
‘

そ
れ
を
深
く
考
え
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
こ
の
問
題
に
ど
う
取
り
組
ん

て
い
け
ば
い
い
の
か
私
に
は
ま
だ
分
か
り

ま
せ
ん
か
、
先
ず
‘
こ
う
い
う
こ
と
に
つ

い
て
友
人
た
ち
と
話
し
合
う
こ
と
か
ら
始

め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
‘
過

去
の
出
来
事
に
つ
い
て
も
っ
と
知
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て

日
本
人
に

心
を
開
い
た
彼
女
は
‘
そ
れ
か
ら
は
日
本

の
こ

と
に
つ
い
て
人

一
倍
興
味
を
示
し
、

浴
衣
を
着
て
写
真
に
収
ま
っ
た
り
‘
鶴
の

-沿
園
国
涸
字
II

CVHS/ベータ）

新しいビテオのご案内

明日を愛するがゆえ に
第二次世界大戦後独仏和解のきっかけを作った ＿イレーヌ・ロー—夫：人の生涯

ドイツを仲問外れにして
ョーロッパの再建ができますが？

あ申し込みは

MRA事務局へ

頒価5,000円
（郵送料サービス）

I 03cs21>3731 I 
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私
は
こ
の
キ

ャ
ン

プ
で
、
こ
れ
ま
で
余

り
に
も
近
隣
諸
国
に
つ
い
て
無
知
で
あ

っ

た
こ
と
を
身
を
以
て
体
験
し
、
こ
れ
か
ら

そ
う
い
う
こ
と
を
も

っ
と
学
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
‘

台
湾
で
は
ど
こ
へ
行

っ
て
も
人
々
が
見
ず

知
ら
ず
の
私
に
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
た

の
で
、
私
も
他
人
に
対
し
て

の
思
い
や
り

を
も
っ
と
持
と
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
キ

ャ
ン
プ
中
一
番
不
便
を
感
じ
た
の
は
、
語

学
力
の
不
足
で
し
た
。
中
国
語
は
大
学
で

一
年
位
習

っ
て
い
ま
す
が
会
話
は
無
理
で
、

さ
ら
に
十
年
近
く
勉
強
し
て
い
る
は
ず
の

英
語
で
す
ら
思

っ
た
こ
と
を
言
え
な
い
こ

と
の
方
が
多
く
、
も

っ
と
勉
強
し
て
お
け

ば
良
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
十
日
間
で
し
た
が
、

参
加
者
の
人
た
ち
と
本
当
に
仲
良
く
な
れ

ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
を

持
つ
こ
と
を
決
心
す
る

折
り
方
を
習
っ
た
り
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

キ
ャ
ン
プ
終
了
後
に
旅
行
を
予
定
し
て
い

た
あ
る
日
本
人
参
加
者
の
た
め
に
、
自
分

の
仕
事
を
休
ん
で
案
内
す
る
と
ま
で
言

っ

て
く
れ
た
の
で
す
。
彼
女
が
正
直
な
気
持

を
私
た
ち
に
伝
え
、
そ
し
て
心
を
開
い
て

く
れ
た
こ
と
か
私
は
本
当
に
う
れ
し
か

っ

た
の
で
す
。

●キャ ンプの半ばに台湾の参加者二人が結婚、被霞宴に全員が招かれた

一私だち一人ひとりの在り方ガ国の在り方

匿罰罷闇闊曙 頒価 300円

出 達 い・・ ・MRAと私No.3

出達い

好

MRAと私
No.3 

平
1

1

1

1
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1 事務局近況 ~I
●韓国、台湾、香港、マレーシア、イン

ドネシア、ジンバプエ、ポーランド、ア

メリカ、スイスから16名の海外代表、お

よびH本に在住する外国人の方々（中国、

韓国、 ラオス、マレーシア、インドネシア、

ネパール、 パラグアイ、イギリス、フラ

ンス）約30名を迎えて行われた1990年度

MRA日本キャンペーン 「心の国際交流・
パートN」は、10月20日から21日にかけて

小田原のアジアセンターで行われた小田

原国際会議を皮切り に、大阪、 神戸、 浦

和など各地を訪れました。今回は「融和

を求めて一家庭 ・社会 ・ 自然 • そして世
界を考える」とい うサプテーマの下、家

庭、職場、 学校、自然、さらには国同士

の融和をもたらすために私たち一人一人

にできることを、アジアを初め各国から

の友人たちと話し合いました。詳しくは

次号のレポートでお伝えします。

さて、今回、開発途上国からキャンペー

ンに参加された方々の滞在野等の一助にと

クリスマスバザーを米る12月1日出午前11

時から午後 1時まで開催いたします。ご

家庭でご協力いただける品（但し、未使用、

食品は賞味期限内）がございましたら、ご

提供を賜りたくお願い申し上げます。

●米る12月88由午後2時より 4時半まで

第13回通常総会を全郵政会館 （最寄 り駅

JR千駄ケ谷）で開催いたします。

-24-


